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業史学雑誌

12(2) 39~ 51 (1977) 

丹羽藤吉郎論(その 1) 

安江政一*

A Personal Criticism of Tokichiro NIWA， Professor of Tokio 
University， Faculty of Pharmaceutical Sciences， from 1907 to 

1922. Part 1. 

序論

わが国の薬学は維新当初，西欧並の医薬分

業を建前として輸入された.それは 1874年

(明治7年)公布された医制41条1)から明ら

かであるが，100年を経過した今日になって

もその完全実施は見通しも立っていない.こ

のような輸入の目的と現実との大きなくい違

いが薬学教育，薬剤師活動などに著しい歪み

を与え，薬学と名のつく集団の不統一と相克，

そのために生ずる実力以下の社会的評価，そ

の他百般の不利な状況を作り出 していると考

えられる.

薬学は当然のことながら，輸入当初に不振

を極めた.大学は国家須要の人物を養成する

機関として発足し，法，医，理， 文の各学部

には多くの活動分野があって，それぞれ志を

得たが，薬学には受け入れ体制がなかった.

医薬分業は，その歴史が示すように，医学に

も薬学にも極めて有利で合理的な制度である

が，当時の医学はまだ十分発達せず，医と薬

とは一人で兼業できたばかりでなく，封建制

度を脱したばかりの社会的風潮は，技術を軽

視して医療費を薬代とみる状態であった.従

って薬代を医師から取り去ると，開業医は何

によって経済を支えるか窮する事情にあった.

この点は医制においても認めており，医師は

「診察料を受くべし」と規定したが，他方で

Maasiti Y ASUE* 

二等医師は願により調薬を許すとL、う但書が

つけられた.社会的風潮は一片の法律によっ

て変化するものではない.輸入当時に考えら

れた医薬分業は，文明開化即西欧化という，

単純で皮相な見解にもとづく政策であった.

薬学の輸入を，しいてよくいえば歴史を先取

した政策であったというほかなく，その定着

は容易であるはずはなかったので、ある.

このように不利な状況にあって，医薬分業

運動の先頭に立ち，薬剤師のため，また薬学

出身者の職場開拓のため，献身的に活動した

のが丹羽藤吉郎である.丹羽は東京大学教授

という，教育と研究の上でも最高責任を負う

地位にいた.彼の行動は，一方では強く支持

されたが，他方では相当非難を浴びる結果と

なっている.この特異な立場にある人物の考

察は，わが国薬学の歴史を研究する上で避け

て通ることのできない問題と思う.

著者が丹羽に関心を持つようになったのは

台北大学においてであった.総長の三回定則

は丹羽を徹頭徹尾非難していた.研究はまる

でしないで政治活動に没頭し，I医師殺人論」

などという馬鹿げたことを唱えているという

のであった.三田は歯に衣をきせぬ批評をす

る人で，東京大学医学部教授の何人かを同様

に槍玉にあげる一方，独創的な研究者をほめ

たたえた.薬学の朝比奈，近藤両教授をほめ

ると共に，医学発展のためには薬学はなくて

はならないと主張し，台北大学に薬学の研究

* jr潟薬科大学， Niigata College o[ Pharmacy Location: Kamishin'ei-cho 5829， Niigata. 
1) 厚生省医務局:医制百年史，資料編 41 ぎようせい 1976. a: 19. 
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施設を導入した人物である.丹羽はこのよう

な薬学を支持する医学系指導者から非難され

ていたので，彼は薬学に禍をもたらした人物

として印象づけられていた.その後，医薬分

業論，分業運動史などの資料を調べ，現代の

動きと対比するに及んで三田の見解に修正を

加える必要を感ずるようになった.

丹羽に関する文献で比較的まとまったもの

は，本人の回顧録「維新後の薬学に関する沿

革J2)と，根本の「丹羽藤吉郎先生の人間像J3)

の二つである.以下この二つの文献によりな

がら，その他に散見されるいくつかの事項を

参照し，明治， 大正とL、う歴史的背景に目を

注ぎながら丹羽の業績を検討してみたい.丹

羽の生涯には特に目立つ問題が二つある.薬

学の本科が，1886年 (明治19年)の学制改革

に際して東京大学から排除される運命になっ

たとき，丹羽の個人的奔走によって阻止した

ところの，世にいう 「薬学の死守」と，急進

的医薬分業論の極限ともいうべき，いわゆる

「医師殺人論」の二つである.そこでまずこ

の二問題についてその背景を探りながら考察

を進めた後，その他の問題に移ることにする

I 薬学の死守

薬学の輸入:維新政府の成立した 1868年

(明治元年)，早くも西洋医術採用の建白書が

出され，それに応じて直ちにその採用が布告

された1町.戦乱による負傷者の治療に在来の

漢方医は無力であったためで、ある.このとき，

医療の両輸の一方ともいうべき薬学の必要性

には全くふれていない.実際オランタ医は分

業の固から来ていたので、あり ，病院薬局勤務

の経験をもっピュルゲ‘ルのような薬剤師の来

朝もあったのに，江戸時代には薬学の独立を

考える者はなく ，維新政府も1873年(明治6

年)になってやっと薬学輸入にふみきった程

である.このような状況のとき，英国から来

ていた医師ウ ィリスは1864年頃，自分で開業

することを考え，薬剤師をよんで薬局を経営

させたことがサトウ日記4)にみえている.ウ

ィリスは結局開業しなかったが，開業の前提

として開局薬剤師を必須と考ええていたこと

は興味深い.

維新政府の要人が薬学の存在を知ったのは，

ドイツ医学の採用を決定した後のことである.

1872年(明治5年)， ドイツから外科医ミュル

レル，内科医ホフマンを招き，医学教育を依

嘱したとき， ミュルレルは，薬学は医学と並

行して教育を行なうべきであり，それは薬学

者でなくてはなし得ないことを建言した訂.

翌年長与専斉が欧米視察から帰朝して医務局

長に就任し，製薬学科併設を上申し，直ちに

製薬教場が開設された.この間の事情は高

橋6)が詳細に検討し長与は分業を考えず，

医薬品の生産と鑑識を目標にしていたことを

明らかにしている.丹羽が回顧録において長

与の建白書に言及していないのは，その中に

分業がうたわれていなかったためで、あろう .

長与が執筆したとL、う医制の中で分業を予期

しているのは，高橋が指摘しているように，

長与は前任者，相良知安の草稿 「医制略」を

そのまま踏襲したためと思われる.

薬学に限ったことではないが，維新の改革

には手探りの，試行錯誤によったと思われる

節がかなりある.薬学の輸入も，医学をドイ

ツ流儀に切りかえたとき，分業の事実につき )

当って考えついたものである.そこでそれは

追って実現することとしておいて，当面の洋

薬不足の解消と輸入粗悪品の追放に対処する

ことになった.相良知安は理想像をえがいて

「医制略」をかき，長与専斉は現実をもとに

して製薬教場を開設したと思われる.薬学輸

入時に，誰がどのように考えたかによって薬

学の進路が定まったというのではなく，どの

2) 丹羽藤吉郎:薬剤誌第289-316号大正12年5月一大正13年12月 (1923-1924). 
3) 根本曽代子:日本薬剤師会誌 20， NO.l-6 (1968). 
4) 萩原延寿:速い涯，サトウ日記抄第207-212 朝日新聞 1977年7-8月.
5) 丹羽藤吉郎:薬剤誌第298号， 3 (1923) 
6) 高橋真太郎;薬史学雑誌 4(2)， 10 (1969). 
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ような社会的要求があったかによってきまっ

たというべきであろう .とに角，薬学輸入の

時点では，医制には分業を目標にしているこ

とが明示され，教育面では製薬が表看板にか

かげられたわけで、ある.

西欧における医薬分業は13世紀中葉という

古い時代に実現した.それは東洋産生薬の中

に香料や曙好品が含まれ，それが薬種商の専

売に近い状況にあったことと関係があるわ.

11番好品のうちでもコショウは特にヨーロツパ

の肉食の風習において，その臭気を消す目的

で消費が一般化し，需要が多くて著しく高価

になっていた.中世の戦乱の多いとき，高価

(で売れゆきのよい商品，生薬類の取引は支配

者にとって恰好な税源であった.13世紀前半

の武力の中心的勢力， ドイツ国王フリードリ

ヒ二世はシシリーの国王を兼ねていた.しか

し彼の権力の及ぶ範囲はシシ リー王国に限ら

れており，彼の絶え間ない戦争と，首都パレ

ルモにおける豪華な宮般の経営，その上文化

人援助の費用など，莫大な支出はすべてシシ

リー王国内からまかなわれた.このような財

政的必要から二世は産業と商業を国営にして

増収をはかった町. このとき商人でも産業人

でもない医師が，薬局を所有して生薬の取引

をすることを禁止した.徴税の簡素化と増収

のためと思われる.彼の定めた法制は近代絶

対主義王制の先駆をなし，中世から近代にか

けて多くの国々で‘受けつがれた.その中に含

まれていた医薬法は医師法，薬剤師法，薬局

方の内容をもつものであるが，これも同時に

普及することになったのである.この分業令

はたしかに医療上大きな進歩であったが，そ

の発令は国の財政的必要が原動力であったと

思われる.理由はどうであれ，分業が医学，

薬学に及ぼした影響は，両者にとって極めて

有益で今日の発展の基礎となった.東洋では

このような特殊事態は展開せず，漢方医学も

アーユルベーダも医，薬兼業のまま今日に及

び， 中世紀的発展段階のまま低迷することと

なった.

いぱらの道:維新政府が西洋医術採用を決

定した1868年(明治元年)は，解体新書出版後

約100年，洋医についてはかなりの予備知識

が積まれていた.それにも拘らず西洋の薬学

に関しては認識がなく ，薬剤師皆無が社会問

題にもならなかった.ここえ薬学が割りこむ

のだから困難は当然のことであった.薬学教

育が製薬教場として開設された1873年(明治

6年)には，医学教育は既に6年の実績を重

ねていた.薬学も開設されたからには同様な

前途があると思ったので、あろうか， 20人の定

員には満たなかったが，年々かなりの志願者

があった.ところが第1回卒業生が出た途端，

すなわち1878年(明治11年)になって受け入

れ体制が全くない現実を思い知らされた.製

薬学科創設の趣旨は，優良医薬品生産の指導

者養成にあった.しかし製薬工業はまだ存在

していなかったのである . 医学土は1oo~150

円の月給で号|っ張り凧というのに，薬学出身

者には適!械がなく，大学に残った下山，丹波

の月手当は 10円未満というみじめさであっ

たふこの年を境に， 1878年(明治11年) 1 

名，以後1886年(明治19年)までの8年間，

薬学志望者はなくなってしまった10) 社会的

要求のない学問には人が集まらず，発展しな

いのである.ただ薬種商は江戸時代からの伝

統を持っていた.洋薬を扱う には欠けるとこ

ろがあったので，その取扱いもできる よう教

育し，営業を許可制とした.これに呼応して

製薬学科に薬剤師速成を目的とする別科が付

設されるとともに，全国に私立の薬学校が多

7) 安江政一:薬史学雑誌，12 (1)， 7 (1977);ハーパード G.ベイカー著，阪本寧男，福田一郎訳，
植物と文明1IT， 探険と開拓を刺激した植物 参照.
8) わが国においても，高価な商品を幕落体制下で専売にした例は多い.例えば原因伴彦:被差別部落
の歴史，152 朝日新聞社 (1975). 
9) 根本曽代子・日本薬剤師会誌 20(1)， 50 (1968) 
10) 東京大学薬友会:薬友会会員名簿 (1970)の卒業生数から入学者数を逆算した.明治11年の入学者ま
では予科2年を含めて5年間在学し， 20年入学生からは本科だけの 3年間在学した. それ故明治12
年から19年までの8年間，入学者のない空白がで、きたわけである.
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養成も兼ねる面も持っていた.薬学校も勿論

医薬分業をめざしたことは当然であり，分業

達成のおくれにつれてその興廃はめまぐるし

いものがあった11) これに追い討ちをかける

ように，病院において調剤婦養成が企てられ

たことさえあった12)

一方大学本科の志願者はなくなってしまっ

たが，別科の方にはかなりの人気があり，毎

年20人近い学生を迎えていた.しかし商人で

ある薬舗主の養成は当時の東京大学の目的か

らはずれており，薬学廃止の方向に動く客観

的情勢力1出て来たわけである.

維新政府の財政難と学制改革・明治政府は

創立の当初から財政に悩んでいた.幕府財政

の基礎は農民の供出する米であり，世相不安

と戦乱の中で農民は窮乏し，一挟が多発し，

江戸近郊にも迫る勢であった.維新政府が樹

立されても特別の財源があるべくもない.殖

産興業政策が掲げられても，商工業者は税の

負担どころか，国庫補助によって育成し，先

進国に対抗させなければならない状況にあっ

た.財政は結局農民の肩にかかることになっ

た.新政府は農民に土地を与えて自作農にす

ると共に土地の売却を認めた.高額の金納地

祖を払い得ない農民は土地を売ってプロレタ

リア化し，他方に大地主が発生した.また40

万戸といわれる士族は，その2%が官職につ

いただけで，大部分は大幅に減額された給与

となり，しかもそれは逓減して7年間で消滅

することになっていた.ここにも農民とは別

の大きな不平集団が形成された.征韓論はこ

のような士族の不満を外に向けて発散させる

政策であった.これが破れると佐賀，萩，西

南戦争と不平土族の反乱が続くのである.た

ださえ困難を極めていた政府の財政は戦費で

破局に近い状態になった.このようなゆきづ

まりから1881年(明治14年)の政変となり，

大隈財政から松方財政に移った13) 文明開化，

富国強兵，殖産興業の政策に変りはなかった

が，軍備の近代化一一ー例えば軍艦を木造から

鉄製にかえるような事業一ーも緊急を要し，

財政の危機的状態は続くのである.このよう

な背景の下で自由民権運動が盛となり，帝国

議会開会の要求，農民の負担公平化の要求な

どが盛り上ってきた.これらをふまえて1886

年(明治19年)，一般行政の大改革と共に学制

改革が行なわれた.学制改革は文部大臣森有

礼の構想によるもので，国民教育から大学に

到るまでの広範なものであった.この中で特

に注目すべき点は大学の目的を示したことで

ある. [""大学は国家須要の学を教授し」と規

定して富国強兵，殖産興業の国策に従属させ

たのである.この点，わが国の大学は西欧と

は異なる発足をしたので、ある.そしてこのと

き工学部が創設され 4年後には農学部が増

設された.このような自然科学の応用部門が

大学に設置されたのは，世界の大学史上始め

てのことといわれる13町.この思いきった改革

は，西欧先進国に早く追いつくこと，それは

列強から殖民地化きれないための必須条件で，

学制改革もその線に沿うところの至上命令と

して実施されたものと思われる.当時の国際

情勢からみると，わが国の独立は英，米，帝

政ロシヤのノ〈ランスの上に危く保たれていた

のであり，圏内では，一方で緊縮が要求され，

他方では限りなく大きな支出を必要とするよ

うな，極めて困難な事態であった.

製薬学科廃止の経緯:前述のように国家財

政上からみれば，予算は当然、緊縮を要すると

ころであったが，国際情勢は大幅な膨張を要

求していた.学制改革もこの一環である.構

想は文部大臣森有礼によったであろうが，末

端の細部まで彼が決定したとは考えられない.

森の指示により，その精神に従って各部局が

協力したで、あろう.東京大学においても，こ

のとき製鉄を基礎とする重工業をおこし，軍

備の拡張を目的とする工学部が世界に先がけ

て設置されたので、ある.このような背景の中

で，社会的要求のない，そして数年来志願者

皆無で在籍学生のいない製薬学科は，予算節

11) 谷岡忠二:日本薬剤師会史 12， 日本薬剤師会 (1973). 
12) 秋水閑人(匿名):薬剤l誌明治38年第7号4(1905). 
13) 岩波講座 日本歴史 15，92 岩波書底 (1976); a 238. 
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数設立された.薬学教育はこのような薬種商

約のため整理の対象となってもやむを得ない

ことであった.これは森が決定する程のこと

ではなく，学長段階，あるいは志願者が毎年

ないまま続いていたことから事務段階で進め

られるのが常識であろう .当時まだ助教授でで‘ 

あつTたこ丹羽に相談がな くても不思議でで、はない.

丹羽の回顧録1

めて製薬学科の廃止を知り，驚いて医科大学

長代理一一学長三宅秀は外国出張中一一大沢

謙二に事情をきいたが，答は何故製薬学科が

廃止になったかよくわからず，またこのよう

に決定，公表されてしまったものを元にかえ

(すことはできないというのであった.知らな

いというのは甚だ無責任なことであるが，決

定を元にかえせないというのは常識であろう.

このやりとりの中で下山，丹波および丹羽自

身の身のふり方まで論じたことになっている.

しかし製薬学科廃止といっても実は本科学生

募集の廃止であって，丹羽ら3人の製薬学科

担当助教授の地位の消滅を意味するものでは

なかった.このとき製薬学科にはまだ別科生

が在籍しており，丹羽らはその教育に当って

いたからである.

一学科の廃止とL、うような重大なことが，

担当者にも知らされず，責任者の学長代理も

その聞の事情を知らないまま決定され，官報

に公表されたということは納得のいかないこ

とである.そこで他の資料15)について当って

みると，1885年 (明治18年)の項に「東京大

学医学部別科医学並に製薬学生徒を募集する

ことを廃す」と出ている.数年来志願者皆無

で，現在在学者のいない製薬学科は無用と考

えられ，規定を現実に合わせるため，廃止に

決定したと推定できる.丹羽はこれを知らな

いでいて， 1886年(明治19年)の学制改革に

よる新官制を見て始めて気がついたという可

能性がある.当面職員を削減するわけでもな

く，学生にも影響はなく，表面上の変化はな

L 、から簡単にすすめられたため大沢もくわし

い事情を知らなかったかも知れない.当時の

薬学がし、かに軽視されていたかがうかがえる.

なおこのとき，医師速成のための別科医学が

廃止されて，大学が国家の指導者養成一本に

なったことに注目する必要がある.

薬学科の設置:製薬学科廃止が公表された

とき，下山と丹波は欧州に留学中で，不在で

あった.一人で留守居役をしていた丹羽とし

ては捨てておくことはできず，このような決

定事項を回復するにはどうすればよいか，大

沢につめよった.これは全く無理な相談であ

る.丹羽は大学においてだけでなく ，大沢の

自宅にまで乗りこんで追及したので、大沢は，

文相に直訴するほかないと示唆した.恐らく

成功するとは思わなかったで、あろう.このよ

うな場合，学長 (代理)が助教授を伴って陳

情にゆくのが常道であるが，大沢はそれをせ

ず，丹羽の単独会見となったからである.第

1回は不得要領に終った.このような直訴は，

固い決心とすぐれた見識と適切な行動が伴わ

ないと有害無益に終る.森の学制改革は遠大

な学問的発展の構想を持つものではなく ，目

先の殖産興業と富国強兵に直接役立つ実用科

学の振興を目的とするにすぎなかった.彼は

「学聞は純正学と応用学の二門に分つ.純正

の門は小にして足り，応用の門は大なるを要

すJ13町とのベて応用を重視している.これは

時局の要請にこたえるための，いわゆる実学

を強調するものであった.工学部は産業の中

心， 製鉄とL、う応用のほか軍艦，大砲，火薬

など軍備の強化に直接つながるものであった.

丹羽は「薬学の必要性から説きおこし，科学

の応用が殖産興業の基礎であることを，大臣

に一語も言わせる予猶も与えず，熱心に説き

たて」て巧に森の関心を捉えた.森は薬学を

売薬の製造位に考えていた理解程度を改め，

その場て・薬学科の設置を認めた14) 既に廃止

にきまっていた製薬学科を薬学科として復活

することになった.森はもう予算がないから

300円だけつける，あとは大学内でやるよう

14) 丹羽藤吉郎:薬剤誌第300号4 (大正12年，1923). 
15) 富士川瀞:日本医学史，付録，医事年表 79，日新書院 (1941);清水藤太郎:日本薬学史 522， 
南山堂 (1949). 
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指示した.丹羽は大沢に報告し，医科大学内

から 600円を捻出してもらって，合計卯0円

で薬学科の発足となった.

さてこの 900円という金額は現在に換算す

るとどの位になるであろうか.この時より 8

年前の医学土の初任給は，月額100-150円で

引っ張りj刊であったという.またその頃の薬

学出身者は，地方の化学教師として月40円で

迎えられたから14)年収480円になる.医師の

給料は特別高くて対照には適当でないから，

地方教員給与と比較すると 900円は，大学卒

業者初任給の2倍となり，大きな金額とはし、

えない.製薬学科廃止といっても結局は本科

の学生募集を中止しただけで-あ り，従って教

育費，実習費等の削滅だけであって，丹羽ら

3助教授の給与や研究費を含む全面的な予算

減ではなかったので、ある.それ故わずか300

円の文部省予算で復活できた.直訴成功の客

観的条件はここにあったといえる.

大学に薬学科の設置が決定されたことは，

薬学が研究体制を維持し得ることになったの

であり ，丹羽の功績は高く評価しなくてはな

らない.このあたりの事情をもう少し仔細に

調べると，薬学は実に累卵の危機にあったこ

とがわかる.当時，製薬学科には本科生はい

なかったから丹羽ら3助教授は別科生の教育

に当っていた.別科は薬剤師速成のため設け

られ，1880年(明治13年)改組されて修業年

限は3年となっていた.医師速成の医学別科

は製薬学本科と共に1885年 (明治18年)に学

生募集を廃止したが，製薬学別科もそれと同

様に，同時に学生募集を廃止 したらしく，

1886年(明治19年)には第3学年生18名が在

籍し， 1887年(明治20年)に最終回卒業生を

送り出すと製薬学科にはもはや教育を受ける

べき学生は完全にいなくなるのである.この

とき丹羽ら3人の助教授は無用となるところ

であった.あと 1年という際どいところであ

った.もしこの時，薬学が大学から閉め出さ

れたとすれば，歯学と同様，技術として軽視

され，旧制専門学校の中に閉じこめられ，そ

の後の業績は日の目を見ず，戦後の発展も恐

らく狭い範囲に限られたで、あろう.この点，

丹羽の努力は大きな成果をあげたといえる.

このいわゆる 「薬学の死守」とよばれる事

件は次のように要約される.すなわち，国家

財政の危機的状況の中で、製薬学科には8年間

も志願者がなかったため，その廃止が内定さ

れ，明治18年から学生募集を停止した.19年

の学制改革において改めて新官制と して公表

された.これを見て驚いた丹羽が，単身奔走

して新たに薬学科設置にこぎつけた事件であ

る.明治19年にはまだ別科第3学年生が在学

しており，この教育に当る製薬学科3教員の

俸給予算はまだ計上されていたことが，この

成功の背後に存在していた.

この頃の大学予科は既に独立の組織になっ

ていたので，丹羽はその方面に働きかけて，

1887年(明治20年)入学生5名を獲得した.

空白8年後の薬学生は1890年(明治23年)卒

業して最初の薬学土となった.以前の卒業生

は学士ではなく「製薬土」とよばれていた.

上述のように，丹羽は直訴という非常手段

によって薬学科の設置を獲得した.これは薬

学の立場からみれば有益である.しかし他方，

大学長の立場からみると話は別になる.学長

が責任者として立案した改革一一大沢代理は

事情はよく知らないと答えたとはいうものの，

本来そのような言葉は弁明にならず，立案の

責任者である一ーを丹羽は直訴によってくつ

がえしたのである.丹羽は勝手にしたので、は

なく，大沢の示唆によって実行したとはし、え，

秩序を乱し，学長の面目をつぶしたことはた

しかである.また医科大学内において捻出し

た600円の予算にしても，内定した予算の削

減となるから学内で歓迎されることはあり得

ない.丹羽は晩年，医学部内で孤立してしま

ったが，その第一歩はこのような早い時期か

ら始まっていたといえる.

14) 前出.根本文献9によるとこの月額は50円とかいである.
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rr 医師殺人論

薬剤師会の重要な課題の一つに医薬分業の

推進がある.丹羽の活躍していた頃，その具

体策において急進と漸進の二派に分れて争っ

ていた山.丹羽は急進派の指導者として知ら

れ，主張がかなり激しかったらしく，一部の

人から 「むちゃ くちゃ」であったとさえ思わ

れていた17)丹羽非難のー根拠として「医師

殺人論」があげられる.非難する人々は，彼

がそれを唱えたといい，支持する人々は丹羽

の講演を聞いた人達によってそのように名づ

けられたと主張する.この問題の発端は，丹

{羽が大学病院薬局の乱脈を粛情したことから

始まった.目にあまるような堕落が，当時の

病院薬局だけに存在したとすれば不審なこと

である.医局も含めて病院全体はどうであっ

たか，維新からわずか20年で，医療だけがこ

のように堕落したかどうか.丹羽の医師殺人

論の考察には社会全体の状況を知っておかな

いと誤解を生ずるおそれがあるので，明治，

大正のl暗い裏面に目を向ける必要がある.

政府要人の腐敗;最近，ロッキード航空機

会社の不正売込事件が米国で摘発され，それ

がわが国へ飛火して同様な疑のあることが暴

露され，1913年(大正2年)のジー メンス事

件を思いおこさせた.このような事件は突然

降ってわいたものではなく ，維新の元勲から

尾をひく根の深いものである.西郷隆盛のよ

うな特別固い人物もあったが，こうし、う超保

守派一一武土階級の特権を守り，武士階級中

心の政治体制を作ることを目標にしていたと

ころの，社会的には後向きの一派一ーは不平

士族にかつがれ，反乱の首魁として次々に葬

られていった.汚職の明白になったのはジー

メンス事件の首魁，時の海軍大臣斉藤実であ

る.検事総長平沼自民一郎は，これを公表して

は影響するところ大としてかくしてしまい，

雑魚数人を罰してお茶を渇してしまった.こ

の一件は戦後公表された平沼の回顧録で、明ら

かになった.平沼にかばわれて「潔白」を保

った斉藤は，その後首相，内大臣と要職を歴

任し，二 ・二六事件で殺害されてしまった.

維新の元勲の多くは薩長等雄藩の比較的低い

身分の武士階級出身で，封建的感覚からぬけ

ていなかった.彼等は中央集権体制を樹立し

たが，その目標は民主々義ではなく，外国の

侵略に対抗できるような，強力な中央政府で

あった.王政復古というスローガンからして

古代専制政治を頭にえがし、ていた証拠といえ

る.こうした封建的エ リー ト意識の彼らに公

私の別を求めるのは無理であったろう.現代

でし、う黒い霧に包まれた元勲はざらにあった

のである山.現代の道徳、観念からは悪とされ

ることでも，当時の封建思想のぬけ切らない

世相では当然のことであったかも知れない.

東南アジアの発展途上国が，先進国から援助

を受けて開発を進めながら，他方で要人が汚

職の霧に包まれているのは歴史の必然という

ものであろう.

売薬論と噂医弊:次に医療のあり方を批判

するものとして，福沢諭吉の売薬論山と長尾

折三の鳴医弊2仰をとりあげる.

売薬論は1882年(明治15年)11月，福沢が

時事新報に発表した売薬への不信を表明した

論説である.当時30，991種類もの売薬が出て

おり，そのうち961種は同年 1，2月の約60日

間に願ずみという驚くべき増加ぶりで，今後

の流行を懸念して説きおこし r一…その調
合の品物は何と尋るに猫の児の黒焼もあり，

蛇の首の干物もあり，尚甚しきは火葬場の油

煙もあらん.便所の凝結もあらん.鼻汁に等

しき水薬に，耳の垢に等しき散薬，その正味

を聞ては胸も思くなるなか一…薬らしき薬

16) 谷岡忠二;日本薬剤師会史 98， 167， 日本薬剤師会，1975; a: 223; b: 227; c: 228 

17) フアノレマシア 10， 773 1朝比奈泰彦先生を偲んで」座談会，石館守三日薬会長発言 779 (1975). 
18) 森川哲郎;日本疑獄史，三一書房 (1976).

19) 福沢諭吉:時事新報，明治15年11月18日;日本科学技術史大系 24，医学 1，388に抄録.全文東京
医学会誌 7(7) ，明治26年 (1893).

20) .長尾折三・暗医弊，吐鳳堂，明治42年 (1909).煙雨楼主人なる匿名で出版.日本科学技術史大系
24，医学 1，344に抄録.
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といえば剛姑石とか葛粉とかを台にして，様

々の雑物を手当り次第に引掻きまぜ，薄荷油

でびりつかせて，ジャコウの香を少し移し人

の舌の先と鼻に当込んで売付ける趣向なり」

と激しく非難している.次に売薬は役に立つ

ことは当然であるが，病気は多種多様で，病

状は流動的であるから医師の配剤に苦心のあ

るところを述べ，一薬で万病にきくような売

薬の宣伝の不当をのベ 3万余種の売薬と，

その受売鑑札82，594枚とから，売薬の年間総

売上を300万円と見積った これが無効なだ

けでなく ，量を誤って有害な結果を生じては

大変である.人民が無駄な金を費すことのな

いよ う売薬の流行を防ぐのが本意だとこの論

文の目的を明らかにしている.更に農村など

にいる漢方からの転向医師の投薬も売薬並に

槍玉にあげ，将来医学を進歩させるか，売薬

を奨励するかを考えれば，当然医学を進歩さ

せるべきを唱え，売薬で10中の 1， 2を救っ

ても，残りの8.9を失ってはならないと主

張する.そして当時既に売薬業者が圏内で上

流の地位をしめ，売薬の流行を煽動している

のは医学の進歩を妨げるものだときめつけた.

この売薬論に対し，時の有力売薬業者40名

が，名誉致損と営業妨害で告訴し.1， 2審

で勝訴したが，大審院判決で敗訴となった.

この論文は不良売薬の横行を示すと共に一般

社会人の売薬に対する無知と，知識人の間に

ある， 薬に対する不信感などを表わし，現代

に街悌たるものがある.事実.1890年 (明治

23年)ヘルスなる栄養剤が，また1909年(明

治42年)レスベラチンなる結核薬が医化学者

および薬理学者の分析によって，その不当な

内容表示が暴露され，市場から姿を消す事件

があった21¥ この頃の売薬許可基準は「衛生

上害なしと認む」とL、う条件であったから，

無効，無害なものが出回るのは当然で，政府

もそれを認め，無効薬品の流行を防ぐ目的と

称して売薬印紙税を制定した160) ¥， 、かに財政

上の助けになるとはいえ乱暴な税の徴収であ

った.この法律は1926年(大正15年)に廃止に

なるまで，約40年間続いたのである.税金と

売薬は東西どこでも深い関係にあるといえる.

またこの頃の暗い部面に阿片がある.I薬は

星」のキャッチフレーズで成功したアメリカ

仕込の紳士，星ーは阿片取引で大をなした.

間もなく司直の手にかかって起訴されたが，

無罪になった.これは星製薬に限ったことで

はなく ，当時の製薬企業のほとんどが同様な

ことを行っていたという 22) こうした社会情

勢の中で，薬剤師の正しい評価を求めること

がいかに困難であったかもうかがうことがで

きる.

暗医弊の著者長尾折三は千葉で医学を修め，

高松の県立病院に勤めたこともある.政治と

文筆に興味を持ち I日本及日本人」の社友

として評論界に活躍した.I恵医弊は始め煙雨

棲主人なる匿名で出版されたが，初版 1，∞o
部は20日間で、売切れた程の反響をよんだとい

う.内容の構成をみると，第1章今医の観察，

第2章古医の観察，第3章総合的観察，第4

章吾人の医学と医学者に対する希望，第5章

結論となっている.医の退廃を学問万能教育

の余弊として捉え，倫理観念の欠乏非難は世

論であるとのべている.現代を見通したとも

いえる，現代にそのまま通用するような事項

が多々述べられている.これに対応して奨進

医会は医簸を出し，明治医会は医師の倫理規

定を作り，医師風紀令として1910年(明治43

年)発表した山 医弊に列挙された悪風の 1

例をあげると，病院経営のため清国からの留

学生を多数あずかっていることがある.入院

と称して個室に入れ，見目よき看護婦を一人

一室に配し，入院費として費用を請求すれば，

本国からの送金は円滑に来るというものであ

る.綱紀のゆるみは大学にも及び，1897年(明

治30年)頃，東京大学医学科および薬学科の

教授数名が，薬の広告に名を貸したカか為どでで、浜

尾総総、長から戒告される事件もあつたれm町〉

大学病院薬局の改革:以上のベたように政

21) 日本科学技術史大系 24.医学 1.390(1966); a: 345; b: 479; c: 326; d: 489; e: 332. 
22) 二反長半:戦争と日本阿片史，すばる書房.1977. 
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府要人から医療一般に到るまで，結局社会全

般にわたってとかくの問題があった.急成長

社会のひずみというべきであろう.医療機関

の病院では，このようなひずみは薬局に集中

して現われていたようである.1888年(明治

21年)，医科大学長三宅秀は特に丹羽を見込ん

で付属病院薬局の改革を要請した23) 当時東

京大学は既に本郷に移り，こちらの付属病院

は第一医院，下谷泉橋にある旧病院は第二医

院と呼ばれ，それぞれ付属の薬局一一名称は

調合所か薬室か不明一ーがあった.このとき

まで大学製薬学科の教員は，薬局には全く関

与していなかった.それ故この三宅の要請は

薬学の教員が薬局実務に結びつくきっかけを

作ったものとして画期的な出来事であったと

いえる.事実，丹羽はこの薬局勤務を通じて

始めて医薬分業運動に入ることになったので、

ある.丹羽はこの重大な任務を果すため，三

宅に要請して第一医院薬局を丹波が分担し，

第二を丹羽が受持つようにした.しかしこの

憎まれ役は結局丹羽が一人で実行することに

なった.

当時の病院薬局には責任者として主席が任

命され，薬剤師も一人いた.雑用が多く，調

剤の実務は無資格者がやっていたという.薬

局人事は情実に左右され，院長すいせん，医

師すいせんというように，個人の口添で採用

され，主席は何も知らされていなかった.薬

品は病院事務室で購入して薬局に配給するの

で，粗悪品でもそのまま使うほかなかった.

薬局内は乱雑で，薬品棚には徳利がころがっ

ている有様，在庫品の品質保証などしょうも

なかった.更に驚くべきことには，奇怪な処

方筆の出てくることであった.牛肉10斤，ブ

ドウ酒 1打，クレオソ ート300丁など，患者

に投与するとは考えられないものがあった.

勤務医師の聞には，個人的に使う物品を処方

築として出し，薬局で調達させて持帰る習慣

があった.このような乱脈を改善するための

指揮者の人選において，学長は丹羽に白羽の

矢を立てたわけである.丹羽の潔癖と実行力

を見込んでのことであろう.この仕事は決し

て生やさしいものでなかったことがわかる.

さて制度-上明確にで・き上っている薬局へ，

大学の教員を監督に差向けるのは簡単ではな

かった.丹羽より年長の主席が既に任命され

ている.苦心の末，考え出された職名は 「督

務」であった.丹羽はまず第二医院薬局へ行

って事情を観察したが，すべて気に入らない

ことばかりであった.彼は学長に報告して打

合せ，徐々に改革を実行することにした.医

局からの抵抗と反発にそなえて要旨次のよう

な改革綱領を作った山

1. 薬局人事は丹羽督務の考えで決定する.

2. 購入医薬品の試験を厳重にする.

3. 毒薬棚に旋錠する.

4. 処方築用紙を定形化する.

5. 調剤者は捺印して責任を明確にする.

6. 患者用水剤ビンを一定にする.

7. 薬価の制定

どの項目を見ても至極もっともなことばか

りであるが，既に 1，2についてはふれた.

4の処方築であるが，名刺に書くもの，半紙

に書くもの，罫紙のもの，薬品名も和名，ラ

テン名，外国名とまちまちであり，漢字を好

き勝手にくずして書いたりで乱雑を極めてい

た.これを定形化すると共に，薬はラテン名

を原則とした. 6の水剤ビンは患者が持参す

ることになっていたため，ビー/レビンや口の

欠けた畑徳利などを持参し，中が清潔かどう

か保証できない始末であった.そこで透明な

ピンに統一するよう改めた. 7の薬価も適当

な基準がなくあいまいであった.丹羽はプロ

イセンの薬価制定法を参酌し，試験手数料と

して購入原価の3割を加算して薬局原価を作

り，これに調剤手数料を加算して薬局で徴収

することにした.こうして，購入原価は薬種

商に渡り，薬局には試験料と調剤手数料が収

入として残ることになった.このようにして

薬局経理の基礎を固めたので、ある.なお督務

となって泉橋病院に趣くようになって間もな

23) 丹羽藤吉郎:薬剤誌第307号 1，大正13年3月(1924);a:第308号1; b:第3103. 
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く，出入商人から丹羽の自宅へ贈物が次々に

周けられるようになった.これは大学のよう

な教育機関と，病院のような営業機関との相

違するところである.丹羽は厳重に品物を贈

り主に返して受領を拒否し， くされ縁をつけ

ないようにした.

丹羽は泉橋病院薬局の改革を終ると本製11の

薬局も，丹波に代って整備し，以後，そこを

管理することになった.

模範薬局:丹羽は病院薬局を整備しながら

薬局と薬剤師について考えた.法律第10号2的

第9条は「薬剤師に非ざれば薬局を開設する

ことを得ず」と規定している.大学病院の開

設者は国であって薬剤師ではないから，薬局

という名称はこの条文に抵触するきらいがあ

る.それ故，何か新しい名称はないものかと

考えた末， ドイツ語の MusterApotekeから

連想して模範薬局とした.模範薬局とはそれ

放法律第10号にいう市中の薬局とは異なると

ころの，大学病院における薬剤調合所という

意味である.模範とは市中薬局に範を垂れる

というよりは，分業の範を示すことと，薬剤

師iと薬局に関する法律を固く守る意味がこめ

られていた.

模範薬局にはもう一つの新しい事業があっ

た.すなわち薬剤師免許証を有する者が，薬

局において研究できるよう介補なる制度を作

ったことである.これはドイツ語の Apoteke

Gehilfeの訳で，無給ではあったが， 開局を

志す者のよい修業の場となった.

丹羽は薬学教育の場から，薬剤師業務の第

一線に出て指揮し，その乱脈を正す中で薬学

と薬剤師の任務の重大性を痛切に感じた.そ

れにも拘らず医師は調剤を軽視していること，

彼等はまた薬剤は政府の封印がしてさえあれ

ば何でも品質が保証されているものと考え，

経時変化などまるで知らないことなどに相遇

した.これが末端の医師ではなく ，権威ある

大家においてさえ薬剤に対して冷淡というか，

侮蔑というか，まるで問題にしていないこと

を知り，これではjι者はたまったものではな
いと考えるようになった.そして調剤は医薬

品に関する知識を十分そなえた薬剤師にさせ

るべきであるとの結論に達し，医薬分業を主

張するようになった23b) 丹羽は患者の利益を

守るため分業論者となったので、ある.

丹羽は模範薬局に照介帳なるものを備えつ

けた.照介帳とは，処方婆の不備をその発行

者に照介して，誤を本人に認めさせた記録で、

ある25) この中には重大なミスもあって，調

剤者が薬剤師であったから誤を発見して事な

きを得たが，もし無資格者が調剤したとすれ

ば重大な事故となり得るものもあった.この

ように医薬兼業を続けることは殺人につなが

り得るとし、う実例を照介帳に記録，集積して

いたので、ある.彼は回顧録で実際人命を落し

た例を数字|二知っているとのべている23b)

丹羽は薬局の整備と共に薬局の学内におけ

る地位の向上にも努力した.病院は大学付属

である.それ放，薬局も病院から独立して大

学直属とし，病院と対等の立場にした.これ

が丹羽の分業実施の目標のようであった.清

水の年譜26)によると，1890年(明治23年) 3 

月，模範薬局を大学直属にすると書いてある.

このような早い時期に，大学直属という官制

がで-きたのか多少の疑問なしとしない.それ

は前例のないことであり，しかもこれまであ

まり尊重していなかった薬局を病院と同格に

することには抵抗があったと思われるからで

ある.丹羽は回想録において「喧誇の議論」

をかわした人々として三宅秀，宇野明，佐々

木政吉，青山胤通，佐藤三吉の名をあげてい

る.これらの中には1886年 (明治19年)から

1897年(明治30年)頃までの聞に医科大学長

または病院長を勤めた人達がおり，丹羽から

薬局の独立を申し入れられ，承諾をしぶって

24) 厚生省医務課:医制百年史，資料編 369，薬品営業並薬品取扱規員IJ;前出16谷岡忠二:日本薬剤師
会史21にも収録 a:371. 

25) 深谷義雄氏(元模範薬局介補，愛知県薬剤師会副会長)談.氏はその他丹羽についての回想をきく
機会を与えられた.深く謝意を表する.

26) 清水藤太郎:日本薬学史 525，南山堂 (1949).
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論争したと思われる節がある.理屈では丹羽

のいう通りとしても，現実の医，薬，または

病院とその薬局との聞にある大きな格差から，

病院内が容易に納得しなかったで、あろう.こ

のような情勢の中で，強引に薬局の独立を拘l

切ったのは果して得策であったか疑問がある.

病院における医薬分業実施のため，薬局を別

の場所に移すことは，強制分業にならない限

り，後にのべるように薬局側の惨敗に終るこ

とを実証することになったので-ある.

明治医会における演説問題 1914年 (大正

3年)，永ら く続いた日本薬剤師会の分業務i進

派執行部が退陣し，丹羽急進派執行部が発足

(した.丹波前会長は「医師に生活の魁を与え

ないで医薬分業は絶対にあり得ないと信ず

る」と急進的分業運動に反対の意見をのベて

引き下った.またある幹部は，丹羽に分業の

成算の有無とその具体策を明らかにするよう

迫った.日薬は急進漸進の両派に分裂して互

にゆずらず，内部抗争の極に達したかの観が

あった.

汁波退陣の1fは医薬分業の根本にかかわる
重大問題であった.既に医制において診察料

の徴収が規定され，政治の問題として表面に

出なければならないのに，一向に関心が寄せ

られなかった.その頃寺田房吉27>f主「医薬分

業と経済」と題して論文を発表し，分業こそ

医療費を下げるものであるとの見解を示して

いるが，具体的な調査資料を欠くため，一つ

の考え方を示したに止まっている.医療費問

題になると必ず「医は仁術」とL、う観念から

「慈恵医療」山》が表面に出てきた.分業のた

めには医師の診察料，薬剤師の調剤料なる新

項目の費用が考えられ，医療費上昇のおそれ

ありとして分業尚早，分業反対となる傾向が

あった.これは医師にかかれないような生活

困窮者が多数あったためで・ある.森林太郎は

1890年 (明治23年)に既に貧病家が困るとい

う理由で分業反対の意見をのべている21C)

維新以後の国民医療に関する考え方をみる

27) 寺田房吉・薬剤誌，大正4年12月号 (1915). 

と，1897年(明治30年)頃までは慈恵的な原

則に限られ，上からの恋宮、的なほどこしであ

った.これではほとんど効果がみられなくな

って，1911年(明治44年H施薬救療の勅語f1出
が出されるまでに至った.勅語の大意は貧乏

と病気の悪循環によって生活困窮者の増加す

ることを指摘し，社会問題としてこれ以上捨

ておけないとして，対策を立てるよう 150万

円の御下賜金が出されたので‘ある.これを元

にして一般から寄付を集めて済生会が発足し

た.

この生活困窮者の発生は資本主義経済発展

の一般的現象であるが，政府はこれを貧困と

病気の悪循環として捉え，医療救済で解決で

きると考えていた.このような社会状態であ

ったから，患者のための医薬分業といっても，

医療そのものにさえ縁のない大衆を前にして

は迫力の乏しいものであったと思われる.

丹羽は始め分業は容易にできると考えてい

た28) それは洋医は分業を当然と考えている

こと，大学は分業を原則とするドイツ医学の

流儀で教育をしていること，学内では分業反

対の意見はきかれないことなどから，分業の

達成を軽く考えていた.実際医科大学内では

分業に対して比較的好意的であった.このよ

うな医科大学の教授達とその卒業生が組織す

る会が明治医会であった.学者と医師の上層

部を会員とし，開業医とは気風が異っていた.

医師風紀令(前出)や医師報酬規則案仰など

を作成している.この明治医会が丹羽目薬会

長に医薬分業についての講演を依頼してきた

のである.1915年 (大正4年) 1月のことで

あった16b) この演説の要旨を薬剤誌加から抄

録すると次のようになる.丹羽はまず分業を

主唱するに至った動機についてのベた.1873 

年(明治6年)，製薬教場設置の過程，彼が薬

学を選んだ経緯， 1889年(明治22年)の法律

第10号第43号16b)原案にあった医師調剤の「当

分の間」が，審議の過程で削除されたこと，

それ故国会へ働きかけたこと，国会内では素

28) 丹羽藤吉郎:薬剤誌 312号 1，大正13年8月 (1924).
29) 薬剤誌編集係・薬剤誌 115-120，大正4年2月 (1915).
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人議員は理解を示すのに医学関係者が反対し

たこと，この期間における政界の裏話や医師

との交渉経過，分業運動の苦心談など，薬剤

師会ではうけても医師会では歓迎されるか疑

問と思われる内容である.終って降壇すると

会員から歴史はわかったから，分業を是認す

るi恨本理由をのべるようにとの要請があって

更に演説を続けたことになっている.この最

後の段階が薬剤師会史の記述l制と若干相違

している.会史では「分業の歴史はわかった.

そこで分業後の医師と薬剤師の経済的関係は

どうなるのか」との質問に対して丹羽は 「そ

れは政府の考えるべきこと」として明確に答

えず， r医師殺人論」をのべたとなっている.
これら二つの記録は，それぞれの筆者が関心

を持つ部分をのべたもので，両者を合せたも

のが本当の内容であったと思われる.

この演説の末尾の部分，すなわち質問に応

じて行った追加の部分が物議をかもしたので

ある.その内容の記録はないが，薬剤誌には

丹羽が某会合で、のベた「医薬分業についての

所感J30)の趣旨に沿って講演したとかいてあ

る.この所感は医薬兼業の場合におこるべき

危険を列挙したものである.丹羽は模範薬局

で照介帳を作って処方築の誤を正しながら資

料を集めていたことは前にのベた.講演会場

で再度登痩したとき彼は「兼業の不可で去る

ことは医師が一番よく知っているはずである

から，自分が述べるべきこととは思わないが，

是非にといわれるから」と前おきしている.

以下「所感」の要旨を摘記する.まず第一に

現代の医薬品は漢方の草板木皮とは異なり，

純粋な化学物質であるから，作用が強く，十

分な知識を持たない者が扱うと危険であるこ

と，変化し易いものは放置するだけで無効と

なったり，有毒化合物に変化したりすること，

作用の強い薬品には極量が定められており，

これらは専門的に学習した薬剤師のほか取扱

うべきでないことなどをのベた.薬に対して

素人の医師が投薬すれば，いかに善意、であっ

ても処方を誤れば，助かるべき患者を知らず

知らずの聞に殺すことになる.それ故，医薬

兼業のままでは医師の屋敷の門は昔の武家屋

敷と同様，生殺与奪の権を持つ戦標すべきと

ころではあるまいか.医師と薬剤師は互にチ

ェックしあうべきであることは，役所の会計

課長と会計検査院の関係のようにあるべきだ

と結んだ. この，投薬が殺人につながりかね

ないこと，しかもそれは秘密裡に，医師も知

らずに犯すおそれのあることを指摘したこと

が激しい反発を買い，この演説が「医師殺人

論」とよばれることになった.

この演説は日本薬剤師会でも問題となり，

1915年(大正4年) 5月の第22回通常総会の

予算審議でとりあげられ，丹羽会長に対する

詰問的な質問がくり返された31) r医師の前
では小さくなり，会員の前では大きなことを

いう」というような，敵意、をむき出しにした

発言もある.分業後の経済についての丹羽の

見解は，医師と薬剤師だけではきめられない

から，第三者を立てる必要があるということ

であった.それを国家の問題だから関知しな

いと答えたのである.この総会で兵庫県の伝

谷徳太郎が質問を総括する見解をのべている

のが注目される.彼は r関知しなL、」では
議会や政府を納得させることはできないし，

それでは目的達成はあり得ないとして丹羽に

反対したが，丹羽が医会でその点を答えなか

ったのは当然で，よかったとしている.理由

は薬剤師の調剤料を要求すれば医療費値上げ

として医師側に攻撃材料を与えることになり，

また医師側の減収になるようなことを言えば

忽ち決裂になる.医会で経済の説明をしなか

ったのはよかったと結んでいる.この議事録

は絶望的な医薬分業運動を抱えた日薬の苦悩

と相克を浮ぼりにしている.

分業と病院薬局:丹羽は 「所感」の中で，

病院薬局で薬剤師が調剤しても，医師の雇人

として拘束されていてはいけない旨強調して

いる.注目すべき見解である.医薬分業は医

30) 薬剤誌編集係:薬剤誌 435-443，大正3年12月 (1914). 
31) 薬剤誌大正4年5号，通常総会議事録 2-21(1915). 
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師と薬剤師が対等の立場で協力するのであっ

て，薬剤師が医師の助手であってはならない

のである.医師は自らの落度，誤診でも指摘

されると強く反発する.大病院の権威者に特

にこの傾向が強い.丹羽は理論と，自分の集

めた資料と経験から医師投薬の危険性をのべ

たので、あったが，感情の動きには全く考慮し

ていなかった.これまで分業に比較的好意を

示していた帝国大学医科大学病院において，

丹羽薬局長ボイコツ トが起こった32) すなわ

ち病院の各科に医薬品備蓄設備を作って看護

婦に調剤させたので、ある.この医薬品備蓄設

備は，関東大震災後の新築病院にも設置され，

1915年(昭和26年)，野上寿薬剤部長就任のと

き，阿部長の意見によ って撤去された33) 同

氏自身，このような不合理な設備が何故存在

したのか知られなかったという .丹羽が「喧

誇の議論」をたたかわせて作ったこの別棟，

独立の薬局は，分業の法的根拠がない限り無

視され得ることを，実地に証明したものであ

る.丹羽は医師から拘束きれないよう，独立

の別棟に薬局を移したが，法的線拠なしには

真の分業にはならないことが判明したわけで、

ある.任意、分業は米国のように，完全分業の

西欧から派生する場合，すなわち医と薬とが

対等の形態をとっている社会から分れて生ず

る場合は問題はないが，兼業であって，それ

故に薬局が十分発展できないで、いる社会にお

いて，任意分業から完全分業へ移行しようと

しても，それは絶望的であることを示唆して

いる.法的強制分業の精神は，薬を人体に適

用するとき，医師といえども薬剤師の同意な

くしてはなし得ない制度であって，どこで調

剤するかの問題ではないのである.

薬剤師は医師の協力者であり，患者のため

に働くはずの者であって，医師の助手であっ

てはならないとする丹羽の見解は重要である.

彼が分業運動に乗り出したのも実に病院薬局

で働き，そこの乱れが人命に危険を及ぼすこ

とを身にしみて感じたためで、あった.明治医

会での発言は人の感情を計算に入れない軽卒

はあったが，今日の薬害問題への警告であっ

TことL、える.

丹羽の演説について， 目薬総会で激しくく

い下って追及した鈴木英二は，結局東京薬剤

師会の要請で除名された山目薬会内の対立

抗争の暗い陰を思わせる.

Summary 

Tokichiro NIWA was a professor of Tokio 

Tniversity， Faculty of Pharmaceutical Scie・

nces， from 1907 to 1922. He was the first 

leader who linked the pharmaceutical edu-

cation and the business of pharmacy. At 

that time in ]apan pharmaceutical education 

was too much declined to the manufacturing 

and analysis of drugs. He contributed to 

the separation and the independence of 

the pharmaceutical profession from the 

medical profession. In this article we desc-

ribed his achivement to the foundation of 

Faculty of Pharmaceutical Sciences of Tokio 

University and to the independence of the 

pharmaceatical profession. 

32) 三回定則(東京大学名誉教持，台北大学医学部長，同総長歴任)談.
33) 野上寿東京大学名誉教授，日本薬剤師会副会長談.
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近世田本薬園史の展望(その 1) 

木村雄四郎

View on the History of the Medicinal Plants Garden 

of Japan in Modern times. (1) 

Yushiro KIMURA 

1 present lhe representative historical materials about the medicinal 

plants Gardens of Japan after the Meiji Restoration. 

はじめに

江戸時代に漢方および漢方薬の庶民化に伴

い， 徳川幕府は急逮小石川御薬閣を設けて漢

方薬用植物の栽培センターとして大きくその

使命を達成したが，明治維新以後，東京大学

理学部附属植物園となり，その内容が一変し

た.

今，その変選の経過を見るに明治元年(1868

年)，8月旧幕府の医学館を種痘所と改め，こ

れに小石川養生所および小石川， 九段，駒場

の3薬闘を附属させ，明治2年小石川薬園の

みを大学東校の管理として医学校薬園と改称

し，同4年文部省博物局の所管とし次で同8

年2月東京大学小石川植物園と改めようやく

今日の東京大学理学部附属植物園となったも

ので明治初年における激動した世情の一端を

知ることができる.

本稿では明治以後の近世日本薬国史料を展

望し，併せてわが国薬用植物栽培史の参考史

料としたし¥

なお明治前日本条闘史料の主なものには次

の文献がある.

(1) 白井光太郎.維新前の植物園， i値物

学雑誌 25.130 (1911年). 

(2 ) 上回三平; 日本薬園史の研究 (1930

年)• 

(3 ) 木村雄凶良15:小石川御薬園，薬局 8，

( 52 ) 

133 (1957年). 

(4) 木村雄四郎:小石川御薬園とその偉

業，植物園協会々誌 4， 4 (1970年)• 

(5 ) 木村雄四郎:江戸時代における人参

栽培事情，薬史学雑誌 3， 8 (1968年)• 

(6 ) 吉井千代田:小石川継物園(上)，日

本薬報 10年15号15(1935)，向上(下)，同10

年16(1935). 

内務省衛生局薬草試値園

切j治維新によりわが国医事制度の一大革新

に伴い，まず輸入医薬品の検査を主目標とし

て司薬場が設置されたが，併せて日本薬局方

の制定を急ぎ，蘭人ゲールツ A.;.c.G巴erts

に委嘱した日本薬局方蘭文草稿は早くも1877

年(明治10年)12月には脱稿しており，日本

薬局方に収載すべき生薬原料植物の増産対策

が急務とされた.

1874年(明治7年) 3月，東京司薬場(現

国立衛生試験所の前身)が下谷区二長町に新

設され，1877年(同10年)7月にはコルヒク

ム外25種の薬草種子がフランスから輸入され，

司薬場内に試作しており ，1880年(同13年)

勧業局所管 ・駒場農学校内に借地して薬草を

試作したがもとより一時的のものであった.

1883年(明治16年) 4月東京市小石川区指

ヶ谷町の官林およびその隣接する戸崎町の地

域を開墾して初めて内務省衛生局薬草試植国



薬事培養採収法要領品目表

No. I 植物名 生薬名

1 メ リ ツ →r メ リ "y サ 草

2 アブシントソウ 苦 文

3 コ '7 ム コ ウ ム草

4 メリ ロ ートソウ セイョウ エ ビラハギ

5 サ ノレ ビ ア サノレピア葉

6 ウ コ ーョr 護 麻 子

7 『ノ -< 亜 麻 仁

8 メ :/ ーマ 品市 ι馬 根

9 コ カ コ カ 葉

10 ア ス ア ス

11 サチュ リ ア サチュリア草

12 メ リ ツ サナ メ リ ツ サ草

13 カ フ シ ブー 白 芥 子

14 ヒ ヨ 7、 ヒ ヨ ス 1長

15 p、e、フ- ドンナ ベラ ド ンナ根

16 タチ、/ヤコウソウ チー ムス草

17 フ ベンダー ラベンダ ー

18 コ ロ シン ト コ ロ シント実

19 カ 、、 ツ レ カ 、‘ ツ レ 花

20 ローマカミツレ ローマカミツレ花

21 ア ブラギク t皆 意

22 キン セ γ ソウ 金 議 1~ 

23 J、巴、P ，、 ナ H 7t 
24 ケ イ プJ イ 1fij 芥

25 オー リ プf ヌ ム オ リ プi ヌ ム

26 『ノ リ タ ソ ウ 土 荊 芥

27 ーマ ンダラ ケー 蔓 [1と 経 主産

28 コ ロ ノ、 胡 五盛 巴

29 ヒメウイキョウ [I;j 認

30 ベトリセリー F干f 芹

31 コ エ ン ドロ 胡 妥 子

32 ニ乙 ビスグサ 決 明 子

33 ホ ノレ ト ソ ウ t'i |姐 子

34 ノ、 フ ソ ウ 望 江 南

35 フ ユアオ イ 冬 葵

36 ア コ ツ ム 洋 種 ，鳥 主買

37 ト ウ キ 当 知ー

38 ヨ 戸 イ グサ 白 Hニ

39 センキュ ウ )11 考

40 シ コ リ 失 古 利

41 コ プJ 不パナ 2電 ヰ;

42 ‘ンャ ク ヤク Z寺 薬

が新設され，1885年(明治18年)9月2日附で

内務省東京試験所附属薬草試植園と改称され，

同年11月，村井純之助氏が園長を命ぜられた.

園の規模や施設については詳らかでないが
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学 名

Melissa officinalis 茎 業

Artemisia absuzthium 茎 業

Conium maclatum' 茎 3I!E 

Melilotus officinalis 茎 Z長
Salvia o.fficinalis 3定
Ricinus commnis 毛E 子

Linum usitatissirllWII 稲 子

Aspidiu1n jilixー押zas 根 茎

Erythγ'oxylon coca ま定

PimPinella aniSIl1n fill 子

Satw"eja hortensis 茎 3定
Melissa o.fficinalis 茎 2定
Sinapis alba 種 子

Hyoscyamus nigel" 2定
Atropa Belladonna 線

Thymus vulgaris 茎 事信

Lavandula Vel"a :(t 

Cifrullus colocynthis 果; 実

Matricaria chamomilla 1t 
Anthemis nobilis :tt 
Chl"ysanthe/JtwlI illdicu/Jt 1~ 
Calelldula 山内VellSIS (~ 

Cm"thalllus tuzctoria le 
Schizolleρeta tenuifolia 茎 業:

01なanu1n押IaJorana 茎 2正.
Chenoρodium ambl"Osioides 茎 葉

Datura stl"amoniu川 種 子

Trigonella fOe1Zlt17トgraeCltll1 果 実

Anethnm graveolells 果 実

Petroselinwn sativu1ll 果 実

Coriandγu押zsatmu押1 果 実

Cassia obtusifolia 種 子

Euphorbia lathyris 果 実

Cassia t01"OSa 穂 子

Malva vel"ticillata 果 実

Aconitum河apellus 桜

Angelica acutiloba 根

Angelica ano1llala t.li 
Cnidiu1/"t officinale 根 茎

Cichorimll intybus 根

Scutellm"ia baicalensis 根

Paeonia alb~βora 恨

当初内外の薬草種苗も蒐集し試作する傍らケ

シ Papaversomniferum LINNEの各品種も

試作しアヘンの収量やモルヒネの含量を試験

しており，1886年(明治19年)にはベラドン



ナ67貫， ヒヨス 110貫，ジキタリス37貰，ア

プシント47貫を収獲し民間に払い下げ‘ている.

またコロシント等を伊豆七島に，コカ樹首

を沖縄県八重垣島に試作する外，上表の薬用

植物42品目につき薬草培養採収法要領(播穫

期，移植期，耕転，薬用部分，採収法，反当

収量)を1887年(明治20年)12月6日附の官

報に発表している.

以上を通覧するに小石川御薬園時代の薬用

植物目録と一変していることが判る.

なおこれより先， 1886年(明治19年) 6月

25日附で第1版日本薬局方が公布され1887年

(明治20年) 7月1日より実施された.

然るに諸般の事情から1889年(明治22年)

1月を以て廃止され，その敷地は挙げて文部

省所管の東京盲唖学校に移管し薬草はすべて

東京大学植物園に移植し，次の事項を要求し

ている.

第1 内外産薬草を培養試植し，その成績

を毎年官報に登載すること.

第2 内務省衛生局および衛生試験所より

内外産薬草試植のことを要求するときはその

需めに応ずること.

第3 薬草類の種子および苗を請求するも

のあるときは分与すること. (以上)

是好薬園

東京大学医学部薬学科(現 ・東京大学薬学

部)初代生薬学教授下山順一郎C1853~1912

年)氏は1907年(明治40年)ころ，東京府板

橋十条におよそ1，000坪の畑地を求め私設薬

草園を拓き，是好薬園と命名された.その名

称は日l翼信仰された妙法蓮華経寿量品の語句

に由来するという .教育並びに研究資料とす

る目的で内外の薬用植物を蒐集されたがその

内容は詳らかでない.

たまたま1911年(明治44年) 9月の日本薬

学会例会で是好楽園で地養された薬用植物に

つき講演された記録があるので紹介したい.

熱帯地方薬用植物のデモンストラチオン

私は薬用植物学講義の資料とするため自圃

( 54) 

(是好薬園)に熱帯薬用植物を培養している

が温室の設備が無いので冬期に枯死する恐れ

があり，目下，未だ幼稚であるが本例会にそ

の襟品を供覧し，併せて花期にある日本産マ

ンダラゲについてもいささか所見を述べたい.

(1) マンダラゲ Datura sp. 

日本各地例えば千葉県千葉町(現 ・千葉市)

および行徳，茨城県水戸地方，大阪府堺市浜

寺等に自生するマンダラゲは欧州産マンダラ

ゲ Daturastramonium LINNEの変種であ

ってその茎軸は紫色を呈する特徴がある.従

来の成書にはこれを Daturaalba NEES と

しているがこの種は台湾のみに産し未だ日本

本土には自生しない.

日本産のマンダラゲは Daturatatura 

LINNEとするのが正しい.花の長さ3寸許，

茎軸に淡紫色で果実は卵円形で開裂すると 4

裂するなど Daturastramonium LINNEと

異るところがない.

これに反して Daturaalba NEESは茎軸

が緑色で花の長さ 4~5 寸許で白色でラッパ

形，その果実は円形よりもむしろ球円形で不

規則に開裂する.

日本産マンダラゲについてはすでに諸家の

研究報告があり，その成分 Hyoscyamineお

よび Atropineであることは明らかながら，

Datura alba NEESについては未だ専門家の

試験を経ないので特に実験を要するものであ

る.

(2 ) 龍限 Nephelium longal1a CAMB. 

ムク ロジ科に属しその果実を龍限肉と称し，

薬用および食用とするが，この植物は日本本

土では培養し得る見込はない.

(3 ) ロベリアソウ Lobelia il1flata 

LINNE 

北ア メリカに自生するサワギキョウ科の植

物でアメリカ産の種子を畑地に播種したとこ

ろ，その微細な種子が諸所に飛散して年々各

所に発芽する.この植物は成書に掲げてある

から特に説明を要しないが日本では始めて播

種したものであり，その果実を供覧する.

日本産サワギキョウ Lobelia sessilifolia 

LAMB. は毒草として知られるが，けだしロ



ベリアソウと成分的に近似するものであろう.

(4) 使君子 Quisqualis indica LINNE 

シクンシ科に属する.大阪の管井氏から送

られた種子を播種したもので3年後尺余に達

し，この果実は昔から漢方医流の駆虫剤とし

て用いるところで今後の研究が期待される.

(5 ) タマリンド Tarnarindus indica 

LINNE 

マメ科植物で種子から発芽したものである.

(6) 蘇方木 Caesalpiniasappan LINNE 

この蘇方木は先年羽田益吉氏がアメリカか

らの帰途ハワイから種子を携えたもので発芽

後3年も経たものである.

(7) 癒唐木 GuaJむumofficinale LINNE 

ハマピシ科に属する.フランスのアルモレ

ン種子商から購入した種子から生長ものです

でに 3~ 4 寸の高さに達している.

(8) コパイノミパルサムノキ Copaφra 
officinalis LINNE 

これもフランスのアルモレン種子商から購

入した種子から発芽したものである.

(9 ) ビャクダン Santal um album 

LINNE 

ビャク ダン科に属する.煉香および白檀油

の製造原料とすることは周知の通りである.

(10) トンコマメノキ Dipterix odorata 

WILLD. 

マメ科に属し，南米ブラジル北部ヴェネズ

エラに産する.幹の高さ25mに達する.今，

供覧するものは未だ幼稚であり ，この冬を越

え難いがすでに佳香を放つ.

トンコ豆は甚だ高価で1粒の価格は40銭で

ある.私はその種子を10粒注文したところ間

違って10倍の100粒を送付され40円を支払っ

た.

(11) アラビアゴムノキ Acacia senegal 

可VILLD.

決明科に属しアラビアゴムの母縞物である.
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(12) マホガニーノキ Swiφ抑制ho・
gani LINNE 

ここに示すものは日本産のセン夕、ン ノキに

近似する植物の材で南米から工匠用の目的で

輸出されたものである. 日本の材木商は往々

「ベニカ リン」として販売する.

(13) キナの脂葉と種子

私の懇望によって日本売薬株式会社社長山

崎嘉太郎氏が印度地方および南洋諸島巡遊の

際，ジャワからもち帰ったもので，その実物

を見ることので、きたことは実に同氏の好意に

よるもので深く感謝する.またことにある蝶

は幼虫のときキナ Cinchonasp.に害を与え

るのでキナ栽培業者は屡々害を豪るという.

その他ホミカ(番木監)，阿仙薬， 巴豆，小

豆蓮，等の種子を播種したが種子が数年を経

たものらしく発芽しなかったことはすこぶる

遺憾であった.

× × × 

以上の講演内容は当時生薬学教室の助手を

された村山義温(現・ 東京薬科大学名誉学長)

氏のまとめられた要旨を多少現代文に要約し

たことをお断りする.(薬学雑誌 32， 710-

713， 1912年)

下山先生は翌年2月12日脳卒中で急逝され

たので-以上の講演は学会における最後のもの

となった.先生の亡きあと是好薬園は園丁で

土地の農家の飯田常次郎氏によりジギタ リス

を栽培し三共株式会社に納めていたが，1920 

年(大正9年)ごろ飯田氏の死去により閉鎖

され，植物の大半は埼玉県粕壁町(現・ 春日

部市)金子七右衛門氏経営の薬草園に移植さ

れた.同園は1922年(大正11年)4月，内務省

東京衛生試験所粕壁薬用植物試験圃場 (現・

春日部薬用植物栽培試験場)に移管された.

なお是好薬園の敷地は下山先生次男忠温氏

が同地で眼科医を開業されたという .

(つづく)
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近代製薬工業発達の要因と背景

根本曽代子

The Background and the Reason of the Development of 

Pharmaceutical Industry in Modern Japan 

序説

わが国の近代製薬工業の歩みを振り返って，

今日の盛況をもたらした要因は，基礎薬学研

究の進歩にともなって，広範にわたる応用薬

学研究の領域が，化学工業との連携によって，

いわゆる産学協同の形で，実績が積み上げら

れていった発展過程の証左にほかならない.

旧来の手工業的な製薬技術の殻から脱却し

て，明治初期以来の懸案で、あった医薬品合成

の近代化を迫られた新旧の接点は，図らずも

偶発した第1次世界大戦が噂j(線となった.

当時わが国は日英同盟を結んでいた関係で，

連合軍に合流して，大正3年 (1914) 8月23

日， ドイツに対し宣戦布告する事態に立ち至

ったのである.

折しも，多量の医薬品 ・染料その他の貨物

を満載して，門司港に入港してきたドイツ船

ゼネガンピア号は，本国から日独国交断絶，

輸出禁止令の無電を受信するや否や，ただち

に積荷もろとも引き返してしまったのは，む

しろ当然の報復手段であったと言えよう.

これまでドイツ製医薬品に依存していた医

薬界は，不可抗的な戦争によって，輸入が全

面的に停止されると，たちまち在庫が不足を

告げて急騰し，薬品市場の混乱ははなはだし

し治療界の危機を招いた.

政府は緊急対応策と して，薬学者をはじめ

工学者および有力薬業家を動員して，医薬品

・染料の国産化奨励に力を注ぐことになった.

こうして，おそまきながら，政府が中心とな
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Soyoko NEMOTO 

り，未経験の合成医薬品製造開発の難局打開

に衆知をあつめる国家的研究対策が打ち出さ

れたので、ある.

製薬技術革新に必要な基本的条件として，

新鋭の技術者と，斬新な製薬機械と，そして

近代資本経済に裏付けされた緊密な産学協同

方式の運営に成否がかかっていた.

今から約60余年前のl時点において，製薬工

業促進の重要な鍵となる資本の問題は，政府

のJ:j;IJ成金を初め，民間の主として医薬品輸入

業者らが得た莫大な利潤による資本の蓄積が，

物を言うことになった.技術指導者は，大学

実験室での合成研究の段階から，一足飛びに

工業化に踏み切る準備工作として，海外の文

献を頼りに，まず製薬原料の製造研究から，

機器の考案設計に創意工夫を凝らす，自給自

足の研究開発の苦難を経なければな らなかっ

Tこ.

輸入品に劣らぬ医薬品を作り1-1:¥して，国民

医療に提供を迫られる切迫した事態に直面し

たのである.見方を変えれば，製薬技術者の

力量が評価される試金石であ り，創学以来半

世紀余りの聞に積み重ねられた薬学研究業績

の真価を問われる転機を迎えたことになる.

さかのぼって，近代薬学流入経路と切り離

せない国際的背景に視点をあて，薬学確立か

ら製薬工業興隆に至る動向をさぐってみたい.

西洋医薬術の伝来

近世の世界史の一つの特徴は，世界の海上

権を掌握して，支配的国家となるための争覇



i践の展開があげられる.その口火を切ったの

は，イタリアの披行家，マルコ ・ボーロが14

世紀初めに著わした 「東方見聞録」に，黄金

に富むジパング(日本との憶説)の記載が，

ヨーロ ツパの極東への好奇心を刺激するきっ

かけとなった.

これを信じて，イタリアのコロンフeスは，

15位紀末にアメ リカ大陸を発見して，地理上

の三大発見の一番乗りの名誉をかち得た.同

年，ポル トガノレのヴアス コ・ダ・ガマは，イ

ンド航路を発見しており，ポルトガルのマゼ

ランらは16世紀前期(1519-22)，初の世界一

周航海に成功した.

これまで東西文化交流は，天険のシルク ・

ロードを踏破せねばならなかったが， 航海の

官険に挑戦して，海路によ る東西交通の開発

は，膨大な利益をもたらす東洋貿易が，西欧

諸国の注視の的となった.

早くも16世紀初め，最初に東洋の植民地経

営に進出してきたポルトガルの目的は，イン

ドおよび東インド諸島に豊富に産出する胡i胤

肉桂，丁香，肉豆楚などが，当時のヨーロツ

パでは極めて薬用価値の高い香辛料と して，

黄金に対比される利潤が得られるからであっ

た.

ポル トカツレの東洋進出が日本に影響を及ぼ

したのは， 周知のように天文12年(1543)，暴

風にあったボルトカ。ル船が種子島に漂着して，

鉄砲を伝来した.これが西洋人に接触した始

まりで，南蛮文化と呼ばれた西洋文明が進入

してくるきっかけとなった.

南蛮流と称した西洋医薬術を日本で初めて

行なったのは，ボルトカツレの宣教医師アルメ

イ夕、と伝えられている.彼は一説に弘治2年

(1556) ，豊後府内(今の大分市)の教会に施

療病院を付設して，医療と医薬学教育に従事

したが，貧しい病者を救済し，特に肉親にも

見放された瀬患者を収容して，特効薬の大風

子油を用いて治療したことは，布教の手段に

きわめて有効であった.

時あたかも群雄割拠の戦国時代で，植民地

化野心を抱くボル トカツレの宣教師たちは，織

田信長をはじめとする諸侯の歓心を得るため，
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戦術の革命をもたらす鉄砲の輸入に便宜をは

かり，新しい治療薬や珍しい時計， 望遠鏡，

ギヤマンなどを贈った.彼らは医薬術のほか，

印刷術および近代式鉱山技術などの産業開発

にも一役買っている.

同じころ南蛮船は，南蛮がさ(梅毒)と呼

ばれた未知の伝染病をも運んできた.伝染経

路は，コロンフ.スのアメリカ大陸発見の帰国

みやげといわれ，ヨ ーロツパに発生して，急

速に世界中に広がった.16世紀末刊行の「本

草網目」 および各医書には，治療薬として，

軽粉 (水銀の粉末)をあげている.南蛮流で

は軽粉をハラヤ(ボルトカツレ語)，オランダ流

ではソツ ピルと呼ばれていた.水銀療法は，

20世紀初頭，化学療法のさきがけとなった枇

素化合物，サルパルサンが創製されるまで，

独占的な役割を果たしてきた.

ひるがえって16世紀後半， スペインがボル

トカツレを圧伏して，世界の覇者になったが，

間もなく新興国オランダが東インド諸島周辺

を手中に収めた.1602年，ジャバのパタビア

(現在のインドネシアのジャカルタ.当時日

本ではジャガタラと呼んでいた)に，東洋経

営の本拠である蘭領東インド会社を設立して，

17世紀前半におけるオランダは，世界ーの強

大国に発展するに至った.

時を同じくして慶長8年(1603)，徳川家康

が江戸幕府を聞き，征夷大将軍に補されてい

る.1605年に宣教師が本国ポルトガルに報告

したところによると，日本におけるキリシタ

ン数は7かー75万に上っている.すでに豊臣秀

吉は彼らの侵略を恐れて，1589年以来キ リス

ト教を禁じた.徳川幕府もキリスト教を厳禁

し，寛永16年 (1639)には南蛮船の来航を禁

じて，鎖国令を布告するに至った.その要旨

は，宗教に無関係の中国 ・オランダ以外の外

国人の渡来，貿易と，邦人の海外渡航を禁止

したものである.

近代史のとぴら

鎖国時代における 日蘭貿易は，長崎の出島

に隔離されたオランダ商館で，長崎奉行の管



轄下で行われた.主な輸入品は，中国， トン

キン，ベンガル産の生糸，オランダ製の毛織

物が大半を占めた.薬種としては，朱，丁香，

胡椴，蘇木，阿仙薬，ボルネオ樟脳(竜脳)， 

アラビア木香など，東南アジア産が目立って

いる.これらの舶来薬品を原料と した製剤，

たとえば，小田原の「ういろうJ，近江の「和

中散」などは，当時の新薬として好評を博し

Tこ.

ところで日本が鎖国を固守している聞に，

世界の情勢は変貌を遂げつつあった.オラン

ダは17世紀後半，イギリスに敗れてから，続

上勢力は急速に衰退していった.

イギリスは18世紀後半，紡織機の発明によ

って，産業革命においても，欧米に先んじた.

19世紀初めに，スチプンソンが蒸気機関車を

発明して，鉄道が開通し，陸上輸送の近代化

とともに， 産業経済の発展に拍車をかけた.

時を同じくして，アメリカではフルトンが

蒸気船を発明して，風まかせの帆船に代わっ

て，航海術を一変させたので‘ある.欧米は新

しい貿易市場を東洋に目指して，鋼鉄製の蒸

気船で進出してきた.目的を達成するために

は，武力に訴えるのが常套手段であった.

イギリスが植民地インド産阿Jt-を， 大量に

清-国に輸出したことに 端を発した阿片戦争

(1840-42)は， 清国の敗北に帰した.日本

はその危難を免れたが，図らずも1853年，ア

メリカ使節ペリーは黒船4隻を率いて，江戸

湾口に来航し，威嚇的に通商を迫ったのであ

る.

幕府は初めて実見した蒸気船や近代兵器の

威力に屈し，世界の大勢に逆行する非を認め

て，翌安政元年(1854)，米国に次いで，英 ・

露 ・仏 ・蘭の各国と和親条約に調印し，下回，

長崎，箱館(函館)を開港するに至り， 220 

年に及ぶ鎖国に終止符を打ったのである.安

政5年 (1858)には 5カ国と通商条約を締

結，さらに神奈川(横浜に変更)の開港を許

可するとともに，オランダを介した欧米文化

が，直接に流れ込んで，薬学を含めて，近代

史のとびらが聞かれることになったので、ある.

(日)

薬学形成の一面観

17世紀初めに起った，薬学を基礎づける近

代化学の底流には，約1千年の間，全ヨーロ

ツパを風昨した錬金術の影響を見のがせない.

錬金術は古代エジプトから，紀元前後のアレ

キサン ドリアに始まり，アラビアを経て，ヨ

ーロツパに伝わった原始的な化学技術であっ

た.

中世におけるア ラビアのノミグダツ ドは，西

アジアの隊商(キャラパン)貿易の要衝で，

東洋産薬物や各地の物資が潤沢に出回り，世

界文明の中心として栄えた.アラビア文化の

特質は 7世紀に興った回教と深いつながり

がある.戒律に伴って発達した法学，医学，

薬学，錬金術は，近代ヨーロツパ文化の形成

に，影をうつしている.

薬学はそれまで医学の附属物にすぎず，薬

の調製，管理，販売は， 専門的知識に欠ける

営利本位の商人の役割であった.しかし国民

の健康保持のために，旧弊を打破して，薬学

を専門分科に独立し，薬の専門家を養成して，

8世紀にはパグタ"ツドに最初の国営薬局を開

設したことは，薬学史上に特筆される進歩で

あった.

薬局の本態は，中世の錬金術的模索の時代

を経て， 17世紀に入ると，ヨーロ ツパでは近

代における薬局の基本的な形態が定着するよ

うになった.

薬局における薬剤師は，本来の実務に従事

する傍ら，薬学研究者として，薬局附属の実

験室で，化学薬品や薬用植物の製薬研究に努

めた.その過程で，処方例や公定書が作成さ

れて，近代薬学の体系化が形成されて行く.

18世紀後半には薬局方が発行され，1772年発

行のデンマーク薬局方 (P.Damica)が第1位

を占めた.第2位はスウ ェーデン(P.Svecica) 

である.収載医薬品は，有機化合物が開発さ

れる19世紀前半までは，植物と無機化学薬品

の領域を出なかった.

国境を接する ヨーロツパでは，絶えず領土

的侵略の危険にさらされる地理的環境におい



て，情報収集に虎視たんたんとして，政治経

済の動向をさぐり，学術文化の進歩にしのぎ

を削る鋭敏な国際感覚を身につけていた.薬

学もそのような厳しい競合の情況にもまれて，

定着し発展していった過程が類推される.

わが国は防衛手段の鎖国によって，世界的

視野を匙断されたうえ，開国後の激動のうち

に迎えた維新の近代化政策の一環として，西

欧で数世紀を費やして体系化された近代薬学

を，基礎知識もなく受け入れたのである.そ

して 100年足らずの聞に世界水準に達し得た

が，現代に派生する様々の問題提起は，言っ

てみれば，本質的に異なる出発点と，国情の

〈相違にかかわる歴史の必然、で，独自の日本薬

学の確立は，今後に残された諜題で‘あろう.

アル力ロイド研究と医薬品合成の相関性

人類の歴史が始まって以来，生命と健康を

維持する薬は，近世に至るまで草根木皮が大

半を占め，動物も用いられていた.近代科学

以前は，洋の東西を問わず，多分に古来の宗

教的観念から離脱できなかった.

18世紀前半，近代科学の進運に伴って，ヨ

ーロツパの薬剤師の聞で，治療効果のある植

物の本体をさぐる有効成分研究が展開された.

ドイツの薬剤師ゼルチュルネル F.Serturner 

は，最古の薬品の一つで，神秘的な薬効をも

っ阿片の有効成分解明に挑戦し，1804年，モ

ルヒネを発見して凱歌をあげた.

1814年，この新物質モルヒネは，植物中の

含窒素塩基物質で r植物塩基」 と呼ばれる
一群の化合物と定義づけられた.1818年には

「アルカ ロイド」と総称されることになり，

モノレヒネはアルカロイド史のー頁を飾ること

になったので、ある.

次いでアルカロイド発見の貢献者となった

フランスの薬剤師ベレチエ ].Pelletierの第

一報は，1817年の吐根アルカロイド ・エメチ

ンの発見である.1818年にはホミカ子のス ト

リキニーネ発見，キナ皮からキニーネを発見

したのは1820年である.ベレチエはキニーネ

の製造に着手，製薬工業への端緒をひらいた.
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その後各種アルカロイドが続々 と抽出され，

植物成分研究活動は多彩に繰り広げられてい

った.

アルカロイド発見によって，薬の形態を一

新する転機を迎えると同時に， ドイツのウェ

ーラ-F.Wぬlerが新機軸を聞いた尿素合

成 (1828)が，合成化学の進歩をうながし，

アルカ ロイドの医薬品合成の可能性が，製薬

工業興隆にみちびいた.たとえば， ドイツの

メルク，シェーリングなどの薬局の実験室が，

19世紀後半の大規模な製薬会社に発展する要

因となっている.

わが国で、植物成分研究の先鞭をつけたのは，

オランダの 化学者エイクマン J.F. Eijkman 

である.彼は明治13年 (1880)東京司薬場(国

立衛生試験所の前身)監督から，翌年転任し

た東京大学製薬学科 (現東大薬学部)教頭時

代，アセビの有毒成分アセボトキシンを抽出

したほか，ケシ科の未開発のチャンパギクの

アルカロイド ・プロトピンその他を抽出して，

炭火実験で元素分析を行なった研究論文を発

表している.

明治17年 (1884) ドイツ留学から帰朝して，

衛生局東京試験所(司薬場の後身)所長に就

任した長井長義は，エイクマンの助手であっ

た山科元忠， 堀有造の協力で，漢薬麻黄のア

ルカロイド ・エフ ェド リンを発見した.日本

人による最初のアノレカロイド発見で，明治18

年 (1885)7月11臼の薬学会例会で，エフェ

ドリンに関する講演をおこなっている.

当時の帝国大学医科大学が担当したエフェ

ドリンの薬理学的研究の結果は，瞳孔散大作

用報告(1887年ドイツ薬学誌)にとどまった.

長井教授を中心に進められたエフェドリン

の合成は，一応，大正5年 (1916)に完結を

みた.医薬品合成につながるアルカロイド合

成研究は，薬学研究の主要テーマとなり，学

位論文はもとより，後年の学士院賞，文化勲

章受賞の対象となる輝かしい業績に発展する

のである.

前後したが，エフェ ドリンの輔息に対する

薬理作用の発見は，大正末期，中国の陳博士

に先を越された.従ってわが国での鳴息薬エ



プェドリンの製造は，昭和初期のことになる.

薬学教育の創学理念

Prof. Dr. G. Urdangによれば，建国以来

19世紀半ば噴までのアメリカ合衆国は，ヨー

ロツパの悪徳商人どもによ って，本国では見

向きもされない粗悪薬品， 腕薬が氾濫してい

た.この人命に危害を及ぼす薬品を耕除し，

その立法化に成功したのは，アメリカ薬学の

力によるといわれる.

最初に着手したのは，国民保健上，医療の

安全性と製薬工業発展を期して，医薬品の純

度に対する基準を定める法令として，1820年，

第 1版アメリカ合衆国薬局方 (U・S・P)が

公布された.世界固定薬局方発行年代順は第

7位である.局方名はアメ リカのみ異例で，

他の各国はラテン名を用いている.

翌1821年には， 建国ゆか りの地， フィラデ

ノレフィア市に， 薬品市場を監視するための新

しい組織として，フィラデ、ルフィア薬剤師会

が設立された.同年，有能な薬剤師養成を目

的とするフィラデ、ルフィア薬科大学を創立し

ている.1852年に設立された全国薬剤師会の

憲章の主旨は i粗悪薬品の輸入を防ぎ，圏

内の偽造を摘発し，薬品市場を規制」する も

ので，厳守された.

アメリカ初期の製薬工業は， 19世紀初めに

著名なドイツのメルク，シェーリング両社が

進出している.フィラデルフィア薬科大学卒

業生たちも，大規模な製薬工場や製薬会社を

設立して，製薬工業発達に寄与している.薬

局から出発して大成した代表的な例として，

1866年に創立したデ トロイト のパーク ・デピ

ス社がある.南北戦争後の1876年，陸軍大佐

エライ ・リ リーがインジアナポリスに建てた

小規模の薬局が，やがて有数の同名製薬会社

に発展する基礎となった.

アメリカは開拓時代を経て，19世紀後半に

は西欧と並ぶ先進国に進展して，日米通商条

約調印は諸国の機先を制した. しかし，製薬

工業の歴史の浅い医薬品の輸出は，西欧に遅

れをと った.
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開国後の各開港場には，各国商館が争って

進出し，科学文明所産の目新しい多種多様の

物資が輸入されたが，貿易に不慣れの日本商

人は，未知の舶来品に対する認識不足に一来じ

て，悪質外商の術中におちいるこ ともしばし

ばであった.薬品の場合も例外でなく，アメ

リカの二の舞を演じて，粗悪、薬IRI，贋楽が市

場に出回る憂うべき状態となった.

この実情を黙視するに忍びずとして，明治

6年 (1873) 1月，不良薬品の取締対策を長

崎税関に陳情したのは，同地居留の良心的を

もって任じるオランダの貿易商であった.税

関長は，当時長崎医学校予科教師のオラン夕、

人薬剤師へールツ A.J. C. Geertsに，服薬の

鑑定と，対応策を諮問したところ，薬品試験

官が薬庖の検査に当たるというオランダ， ド

イツの取締規則を答申している.

外国人によって提起された問題は，教育お

よび医薬行政を管轄する文部省が対策を講じ

ることになった.欧米視察から帰朝早々の長

奥専斎医務局長は，速やかに ドイ ツ規則を準

用して，薬舗の改善，薬品試験所の開設，製

薬学校設立計画を着々実現に移した.

先端を切って明治6年 (1873) 7月， ドイ

ツの薬科大学の教科目を基準とする 5年制の

製薬学科誕生.これが薬学教育 ・研究の源流

となるのである(本誌前号所載). 

図らずも不良薬品防止対策の一環として，

応急に発足した薬学教育の創学理念は，期せ

ずしてアメリカ薬科大学の発祥に類比される

が，方向は独自の道を歩む. ドイツ流の薬学

草創から約80年， アメリカとの彼我のカリキ

ュラムの対決を歴然と見せつけられたのは，

第2次大戦後の至上命令による，アメリカ方

式の新制薬科大学への転換である.

明治の礎石づくり

維新前後から明治10年 (1877)頃までの主

な輸入薬品は，ヨードカリ， キニーネ，石炭

酸，モルヒネ，サントニン，ジギタリス，吐

棋，ス トリ キニーネ，次硝酸蒼鉛，アトロピ

ン，プロムカリ， 炭酸曹達その他， 数量は僅



少で，なかでも需要が多く高価なヨードカリ，

キニーネは贋薬の対象にねらわれやすかった.

有機薬品製造の皮切りは，明治10年(1877)

の沼南戦争中，清固から侵入したコ レラが全

国的に蔓延し，唯一の消毒薬であった石炭酸

の需要が殺到し，在庫が払底して暴騰したた

め，防疫上にも支障を来たす事態となった.

内務省、衛生局の緊急命令に接した東京司薬

場では，監督のオランタ人薬剤師プ リュへ

P. C. Pluggy指海下に，わが国初の石炭酸生

産に不眠不休の活動を開始.東京 ・横浜両瓦

斯局から購入した石炭タールを蒸留し，粗製

石炭酸を精製する工程で，石炭酸の量産に成

(功し，需要を満たして防疫に寄与したのであ

る.

一方，薬品試験および製薬の基準となる日

本薬局方制定は切実な問題であった.明治13

年 (1880)政府の委嘱を受けた中央衛生会が

仁ド心となり，内外薬学者の協力で編纂を進め，

明治19年 (1886)画期的な第1版日本薬局方

(P. JapOl巾a)公布の大業成る.↑世界薬局ブjの

順位は21番目である.

長輿衛生局長は並行して，製薬学科創設以

来の懸案であった製薬事業を計画，官民合同

の大日本製薬会社設立の運びとなる.長井長

義が技師長に就任， ドイツに発注した工場設

備一切の到着を待って，明治18年 (1885)操

業開始.主な製造品目は，各種チンキ，エキ

ス，舎利別類のほか，宮内省、用命の香粧品類

にすぎない.

その後の一般製薬状況を推測する参考資料

として，明治36年 (1903)大阪開催の第5回

勧業博覧会出品の医薬品は，チンキ，舎利別

製剤のほか，硫酸，硝酸，塩酸，ヨ ード，ヨ

ードカムヨードホルム，硫酸マグネシウム，

軽粉，苛性曹達など無機薬品で占められてい

る. ヨード化合物，軽粉は，既に輸出産業に

発展していた.

1901年在米の高峰譲吉が臓器ホルモンの新

分野を開発した副腎ホルモン ・アド レナリン

の発見は，世界学界に高く評価された.

飛躍 の転機

20世紀初めの日露戦後は，国際的地位の上

昇と，貿易の振興に伴い，輸入超過は薬品も

例外でなかった.治療界の洋薬に対する信用

度は絶大で，国産薬品を疎外する風潮が，製

薬産業沈滞の気運を醸成する結果を招いな.

洋薬偏重の惰性は，初めにふれたように，

不測の第1次大戦勃発で輸入が途絶するや，

なちまち医薬界に脅威の一大旋風が吹き荒れ

た.治療界の寵児であったサルパルサン，ア

スピ リン，フェナセチン，ブロムラーノレ，ア

ダリン，塩酸コカイン，ノボカイン，アネス

テジン，燐酸コデイン，硫酸アトロビンその

他，数多くの重要医薬品の枯渇を防止する非

常措置が講じられた.
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高度な製薬技術と近代資本経済を密着させ

た官民一致の産学協同体制で，重要医薬品の

国産化の実践に全力を傾注した.1917年戦時

法により敵国人所有の特許権消滅に伴い，海

外からの大量の受注にも供給し得る生産能力

が拡充するに至る.ヨーロツパの製薬工業が，

薬局から発展した過程とは，おのずから一線

を画している.

再ひ、訪れた飛躍への転機は，敗戦の打撃と，

戦中の空白から脱出することであった.技術

水準の高度な新薬の技術提携の形で，復興へ

の階段を登り，驚くべき速度で，世界に比肩

し得る水準に到達した.その原因は，明治以

来の真撃な実績の積み重ねにほかならない.
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神農本草経収載品目対校表

浜田 善幸IJ*

A Comparative List of Drugs contained in “Shen Nung Pen Ts'ao Ching" 

神農本草経は原本が伝わっていない故に，

諸家の編纂により，各種の呉本がある.それ

らの収載品目については，すでに考証がなさ

れている1，2)が，それらはそれぞれ論拠とする

所が異なっていて，どれが正しいということ

はまだいえない.出典として引用するとき，

同じ品目が人によって，神農本草経の上品で、

あったり中品であったりする所以である.そ

こで実際に本経を披見するとき，収載品目の

異同がわかるように，現在わりあい簡単に入

手できる刊本の内容を示す表を作製した.

比較のためここに引用した刊本は，次のと

おりである.

A 1 清顧観光重輯神農本草経 全 1冊

人民衛生出版社 1958年5月第 1版第5

次印刷 (Fig.1)

A 2 明銭塘不遠慮復手録神農本経全1

冊浪筆書林寛保3年 (1743年)再版，

復刻本 (Fig.2)

B 1 醜呉普等述清孫星術等輯神農本草

経全1冊 台湾中華書局民国59年

(1970年) 1月 12版 (Fig.3)

B 2 貌呉普等述 清孫星術孫自馬翼輯神農

本草経全1冊 商務印書館 1955年7

月重印

C 1 森立之編神農本草経全3冊盛文

堂昭和46年 (1971年)復刻本 (Fig.4)

D 1 明李時珍著本草綱目(校点本第 1冊)

第2巻神農本草経目録人民衛生出版

社 1975年12月第1版第1次印刷l

*熊本大学薬学部生薬学教室

Toshiyuki HAM^DA 

D 2 明李時珍撰本草綱目 全6冊第2

冊第2序例下商務印書館 1967ir3月
2版

A，B，C各刊本の品目の構成をみると，表
1のようになる.

A 

B 

C 

表1 収載品目構成表

|上品 |中品 |下品 | 計

鉱物 15 14 17 46 

j誼物 94 82 76 I 252 

動物 11 24 32 67 

120 120 125 I 365 

刊すifivt
動物 19 26 22 67 

言十 142 112 103 I 357 

[土品|中瓦IT瓦]計

計|す寸11LiJ
動物 15 27 22 64 

5十 125 114 118 I 357 

底本にはA1を用い，この収載品目の順に

上品の最初の丹砂から，下品の最後の貝子ま

で 1-365の通し番号を付して，これを基準

Department of Pharmacognosy， Facu!ty of Pharmacy， Kumamoto University. 
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Fig.1. A 1本(130x 184 mm) 
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6 ぅ向后 ; 手首局 6 白青 02 向茄

7 キトラH，1 初予~ '7 鳥青Jll 朴5青
8 王者1315キ后官制旦 ρ1il茄
9 空育 7 向!!)31 聖母 2 主青
:10 官青色立青'1 i凶マ官者

n 色合耀13官青 10 号有后 6 高対良
:12 糸川台濯j;餅殺 11 宅1tlPt' 示す濃
:1'3 師夫12太Z鰭 12 郁 r 白成
工4 都支!;白球 J1 警戒14 和夫

:15 主目指ii事1of14 師表 11 玉1%Ri
16 草案;;地硝 1> 玉旬~li I~ 事新

:17 事花器 包有 i注文ー鰍IZ 純

18 人参 ;i府7青川舟全-*iJl人今
19 天門ふ?? 蚤籍 Jt 者芝刊1(J1本

20 tt草 ;j蔚干 17 点芝 46 甘草

2:l 乾地費詩 人移 I ~ 嘗芝知千rtf

22 ポ 芳夫門冬 I~ 白芝 41 爪

23 伝子計ぜ草 2D :~.芝 47 I梓子
24ヰ膝;?乾付費三l 事芝 ~I 牛膝
25問手11 ボ注者、者 42 問予
26サ苓 ii 全土予誠氏苓 i?サ等
27下方要 i? 牛膝訴が;脂 f4rt要
28表門冬j2表蔚子2.利主将菱l、1冬
29 ~む古詩 4士事 l~ 菌稔 ~3 統治

30 手前予~~ m要三7 俳キ主 i2 捕手
ヲ1 木会 j; 症例140 天門本19 不呑

32 事有当 主r~冬，11 安門名li 事報
3'3喜苅ニ~l ~時 '1 ポ 民主百科
目 うえう茸:: 手前子lO サ~ l~ 平和耳

'35 遠ι:;木会 lJ. f~~21 込書‘

36 龍HE;;若干長 l2 葛業 16 古[~

'37 伊キ書主立!=-llqr，ト)，卵子
38 ;G骨fおお露 14-;.足待 34活断
39 包銭天J;並走、 lt' t張22巴れ天
40 白吏耗龍f!!i3b 苦手 17 白史
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4工白高官初争 )7 す草 20 白高

42示請#后針 )f 人今 IB 正請

43 ~簡手足 E筏;R.1? 開サ l~ 奄商子

44薪震予詑 白英 40 万~[前 l“新事子

45 若文忠台高 41 7õt~第'19 草案
46 ;if;芝fo;[，箭，，2. ;.}万“;If.'[

47 ，~.芝~ .tt.聞手43 主刊行tI $.芝

48奇芝持祈若手何藍長 N 有芝

49 白芝豆署長 4-> ~天外白芝

50 曹を罫装勧龍R!lJb 椛

51空乏2取as2 キ係24事芝
52毛柏拝藍史民草刈tqr 毛椅
53藍支 i?ぜ第川l 乾務 9Z霊長
54藤長沼藤友舛毛将兵藤主

55 昔、主，号管¥I..!S"網干狩賛企

56 払日誌持活 ~b 絃活 2t ~~ 

57昇和;;薬事予げ介議2“綾子
58費者芯責走s? ltt~ 1刊官長

59 向花草iii極悪t1A要，7向京草
60 1背反し~ 17;風 60 若Jt4t i方反L
61前官;;帯意 61 iít主 ~I 靖、責

62 各宥 iZ香掃 62 干弘文 rt 令指

63 j，o先週l，!f鋭町民物犯'16始前
64 .;角孟 11漏逼 64 橘柿i1漏F
65 U絹ii営支 161を矧子41RT*f 
66う究明予，i;筋書官 6t 都子)1 i文明子

67 丹~，t~ ラ失明予66 鞘やoft争

68蕗廉J;抑今.7 妓え}?2 宅jま
69 五pt.事tij 華字v.o苗pl意7> 邑R土手
70浪花詩 葉1i.tf .;，局i品千 t定見
71鼠年目 玉可t:.~69 た余手23 三平
72 宝t末日; 殺f'10 白菜 40 妓年子
73党若手13簡草 ?I 旬高 41 地R子
74 -1天持妓おっz 陶紋事~9 烹R

75昔概算伎着手13 ~jh71 町時
76 ヰ土若，12聖天 7'1祈空手併私号2

77 寸劇訪問 7> 筒~2r サ今
78徐長卿ι宇土%仰 木各)/ 徐長抑
79 茄 n~:~ サ今作義要予η 矛先2
80雲支持白t管川天品埼6i:"云曳



A B C D 
81 王柑~f!;棺伊阿 茶普 6(:f平19H

82守主柱 i~ Ã1*~寄付香箱・ 62 牡技

83箇吃詩薮街円(I語草 ?I苗穆
84がga~雪支 ω 雲実 19 刺5

85格支広三平WJjfl q全長卿何千忠史
86初中己主 4ト取 366 苔校刷物花

87樹世iJ青芝川営支 161橘物
88粕支:;精進 281 "Alt手w柏史
89 1K.苓!:別霧 2!0 白色蓄j将来毒
90精度;;足草 310 青草川検皮

匹敵妥 1~7 5笹木川霊前文93政事

92乾恭JS時土桂 82 初江川千香
93射皮切苗校勾サ域行制史

94寺実 t;:糊旨斜主上等生%特
95 ~.土{十位~~支 i. 葵絃 1~ i土仲

96柔k寄生t井物花 86 手長 94者上駐

97サ質文';;物実 &a 木簡 203吋支

98築技 i;?イ犬苓 &9 検Jt，/0 ti:fi 
9935支17;槍皮切怯骨川高安芸
100大妄 l??政蔓 91キ曹 2';犬き
101商事潟支木 )¥0義者川面γ
102韮菱 171終場 92.1政剖7歪要
103 Í.'U~史:~~ lJ.p吋t204 Jt賂 112 ~_~主主
104胡麻t;出切実守3后程 )1; 胡麻
105来賓:;;キ主将虫設を川鼠芸
106手妻子12安上専生対 宝寺子1/6本苦手
107主文 l;:料r9' 台R寺川主愛
工08f3s.(子l押す自主判河豚同自孔ず
109苦菜;::木前川拘雄魯..s苦荒

110龍骨 lJi 街t92 R為肪吋だ骨

111藤香:;?橘椅 87 牝塙118鹿香

112 jtna見裂を 2/7主眼目宣，Jl制旨

113 台湾;;;龍骨川案提 ~lZ 白波

114阿房;;i藤巻/1/帯奇 10/阿庇

115后老::;ヰ官 221>蓮華 102.:6是
116 時子 II~~ jkR'if 112犬斐 100時子

117勧武;;}白H事113務支 97差t苦
118壮堀町 7可月事)14懇n史/03ヰ土蛎
119轟マ 2iJ斗ntt司白丸子 /08在T
120 柔婿~k~ 思 H方 "1 丸帯 m 主主計百
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121成育 ;:i 厄震)1>永芸予106t:佐賀

122雄官 lif呼子川主文 fη 雌安

123 iok:鴻:f1J!~Jt川苦ま 109 るZ長官

124 ÎI<.'~~ Iす牡嘱川苅取 104水銀

工25厄者 11j抱マ 119伝費 10'梓
工26議后 :1E委'it域)20 誌を )2111-JC， 

127 在7陥 ;25与蜂21，雌官('2.劇活

l28 時tl.iõ:~ か令，ltあ錐乱 4 P自主五
工29tfh :立案賞、 .)2段草242 提石
l30長五 15鯉、期!1213拡事訴l長t
l31后Fl¥I ~謡史客何万?績 123 万胆

132白青 J7 大喪仰格陥/'7白青

133烏青 I1 南寄 IDI ;后脅 P>烏青

工34 場育 11i 蓬轟同 1~茸blzr Jl丈青

135 乾重 J27 鶏~Jt凶暴后 126 干手

工361耳史lii坊鼠バ定茄 /21伺史
137お足!日歳若 10<;長石川喜根

工38 樹淑:;~ J，.j妻子1'6J言者 M 祐本手
139苦参l;J主文 107欽等制苦毎
140 ま矧足 1札等山当~.ω 定明

工41す事 li: 氏予 1081オ民 60 す葉
山当帰ljf務Je?嘉文I刊当担
143鼠官民免責 (2/ 賀意 n蘇賓

144 孟平111ぉ趨123録更Jf/ 孟草
l45 写菜;;;崎貴!日賞事ぽ苓~

工46義実m7k銀 /1千景itsr'"史
147宮支 J;; ぁ青 /2;A'味"1要支

工48玄今lifゑ后 /26 吠明 μ 友今
149 1-え i!~ i:島陥127勾菜昨春n...
1ち0百令mY~Æ!記 /28 村積 2品百ふ

151長官母j:;拡 f>!1乾差 Iltt1iト
152卑-fil'iZ~ ~~撃訓ぎ嘉 14( Ij]砂
153台玄jn側務;器産量舛白E
1545t号室21理局吋菱木16>う野重
155官等 iiE長あ IJO蘇費 143苦等

156石棒高lZl首青/31勘定 lη 茄だ商

工57 知見舟 f~菱川長時 l吋事1良
工ち8咳莞:::主耳支M 理母間管業

159 ~f草 jZZ根ll7すも祥川菅平
160苔核認す古梓 j]B 丹参 67高根



A B C D 
ユ61政書出苦今Il?鷲妓2D2W.え15
162色鮮帰当Y帯142茸オトm 白!f足
163政経 ;:j蘇菅附 i意事訓政来

164事争点i!草 I併竹葉m官今

165革本15苛斐 Ifr叙支 191-妻木
工66~句存湾建支 146 主争 14V ~旬春

167草需:写室長 147ヲ少今何草静

168白生産:;官:今14V 苦事 111白色E
169営曳 JF事可附続前 63苦支
170白抜沼百令問中東支Iff 白f筑

171 1泉街 t忠告V合 ISI害援賊I伐被援7
172 -fiF根羽~-fB- 1位私Il1r 銅板

173 "k芽JE白吉川白球刈 7k寄
174王丸L25を待Itf ~旬脊 l“ 主人
175 7也掠説者等 M 草解117柁棉
176海産 ;:i 物客l“i亘草 I付込I
177 来高 1，9f~ xi龍馬l弱万章川手手三

178 pt己;;F手根川霊長川市乙
179牡丹J;14f莞川政醤1'/ 牡丹
工80tt;狩tJZ荘草刈秦皮I!b款斜E
181 茄章\~; Wぇ替 1" 台主 ω后も
182馬主毒虫色斜皮1621.土若村耳精

工83積雪革忽政書lilel木IfO叙雪平
184 +莞iii 事争川枝子Iff-lt"莞

工85 王 H~ 19? 葉オミ t政令被~o{， :f:j，]、

工86畳半東Zjp骨川l 街寿彦.r寄千束

187岳友 Zi草許 t47T威m脅?に
188様子7Z白夜J何事主美m 定子
工的け業?1iつに芽m 若手川 町怜十

190 ~制見王丸川 事定 tげ礎木

工91要穀器地検11.色野 lo2装束吏

192 を't~自民首謀菜 i? 白被m 季開R
193 i美諸;沢簡片7寂約m 主実
194 根文7i~ ÿ花月S 主耳 IJ~ 根文

195 ~朴弘 ま脱平 IfO 茅根川罵十ト

工96.t皮?J3牝升川?百令{f'O嘉rt
197 .t叡古馬主務{P2政援{o3嘉iiX.

198山殺沼特噂{i3 嘉文14'山吹

199 咳蔵 7~ ~士克 IN J:Jt， I~r 慌煎
200 ~者苓治王寺先 /f' 脅床 tη 幼答
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201白枝問寄平泉If6玄丸刈白枝

202 i~目見出前東 1'7 gU;-m 克sl.

203 ~に菰 1;; {~萩粁射長1'6 木三

2042mlUi恒根内2婿雪早川 j)TJt-
205 ~針矛常幸樹皮I!Z 7K.;!f I特:E;t

206令玖?JJ竹葉 1f1渇菱川令攻
207 1足手j;;震を矢川 lR!i>11 11tず本
208格支怒定子1P?芹負担f秘主

209羽株主仁詩 i英川零半角，，3旅格i二
210者梢ニ;3根史/併殺干高.，，/老教科
21工事実主;理朴 I~r 白馬主")/?奪実

212憲史認客足J9b ~士j械器12 定実
213韮;ぉ;毒装lη 主耳到?荏

214 iRj蕊;見山京支l!f 伏tll? fr{拡
215 71く11211事煎t99'i.'ft皮)1)7k革、
216 オくJfm ~務 .210 后葉子Jl77に折

217奴 jZ 色i~2./寄場:lli峨

2工8 白鳥室:i?梓B~ 2D2持島 i~1 白~1
219長買お私轟32f昨埠刃?産育

220ヰ角熊iJ31街矛 "r自彊長初午買得
221 ~~刊誌令歓 z品木氏 lH 判手簡

222 守tj~電E話白馬主がまtt. 3.2 駒~~荷主

223附訪問吋妹五1VH簡
224屠角 3;牛骨龍別委主宮崎120耳角
225午賀 lZ干好奇坦l度虫 l.4t賀
226 .Il長卵私物政革担2t普疎対日制F
227 廃.Il~ m 磨干高対姑喰 )46 産Ji~
228丹波頭lZ犀負吋?に世主 1.0 Jl干減~

229 R主肪 l古来尿)H'込~'Ir 雁Mí

230輩宇諸説尿)1&皐甲川賞宇

231 ，it，~f ;~~靖反則軽宇ぉojt卸
232義311ゴ醤宝併がV ，~，併 211 ~呈
233 ，~'f患RE12 筆中 ~)O 良時J，.lf 舞Ï-ßg，
234 !民鮪;;;蟹品l蟹 3ql~威主骨

235込吟21f下坪刈持史羽海必
236 支吟点}塀~I J何事実 21/ 丈吟

237 To桂子宮;息域主骨2l'f I写支泊五疋子

238桝企部噌差別減211;"需時

m 好呼;持燃や1/太E巧;28時咋
240 tl遁蚕12 樗義 3付宥J~苛が白唾蚕



[下品〕
A B C 0 

241 ~広草活発端 ~4' 砦 ki 2，4 ~~裏
242民軍:号沿u子均イく品川関東
初鮒jJR;MM/酬がぽ叫
244 'Í~* :号堂虻話2 白色川公芽

245依 131虫採 163俳丹，4.侠
246鈷丹 i早慶弘桝秒j;21'/錯丹

247 桝喜怒イヴ ll~ 欣>lr糊

248傍線(詩格支誠永反対句電車

249 伏線lG;~~天E告を ))0 丈者 .6t代甜

250枚、場{;jiJ葉末 )'7習中民1/2費生

25工犬通j;;:;会T、3te 葬草川犬j.
252歯自説法事長 21/郁持M 歯栓
初青新諸政室長刻2 巴豆)//骨折

254和 ;275号>it すむ4蜘
25ラ后反諮おわ佐平歴 26;lo氏

256白墨訴事后桝犬宍双l白霊

257 本JR;;; 併丹 2仏手足埠波2~及

258 Jl骨子;~~ *.対:;247 芝苧:1~ 宵T子
259負EE:;:{怖E叫?を干:ll't".nk 
260天雄;;;可特別税制天主E

261 半豆 ~~f 台呈叫すむ吻的/キE

262 t学 ~7: ~，及 2t7 ~主毒 21千 Jtr.孝

263お弱者設耐鬼臼2lS悦
264 犬官却下可子~幕f.13 ，犬賀

265 手重謀、島~~ :zrr商定判事市
266村ttう詰 天絃210 ~士青::lyg tt堤

267 t若手;Z半夏メ/支絃，10 在芦手
268草高対 t字以鳥頭町草Z
269 -i走者花25;差~ 263 判手 2~ 世話花

270築造 2詩文責 2.1税関217哀F
271併吻::!手歴 26r 菌草刈併吻

272射干;i%t械=“身f千羽2者f千

273主吟;:;買事予''7:草えllJ ~t含
274 '常山:詩草高 26'字英川常山

275 寄壊 ?;Jt名~~"9 ~t史 11; 昨季
276 ぜi註i5 2FjE270ガF手M ぜ益
277 白萩 iZ 併吻計l制業，20 白飲
278者箱詰:j射干対2枠白皮1/?者有予

279草菌:言蛇令'?1 'iA山川 t直
280白及効 'r!.山計千百埠が白孔
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281大軒 33苦手粂計r者有前 大戦
282 ?定番訴す盆刈キ互利lう干漆

283苗ヰ;;!白飲抑款，.{./iD 苗写

284 f1長:;;青箱ろm 牝升川1"企
285芝花誤差直坤9l'方E:17~ .{花

286 寄予113色及 ~O E終王将司エP

287寺脚蹟系大戦.t/ 同革32/寺師号

288 完花沼与K~'毒2t2 サ寛t?i t花
289骨左手合』?j 苗芋:213 iせ検J?t吋;t

290 'M嘉2!31F豪叫互角D20f刻覇
291鼠?主;主主干ぜr吠稲川知2

292半時 ;Z 羽子 .t6菅環m 半if
293高宮;洋平踊商均集今"千事蓄
294 ~ま毒 :;2 商珪 19{ 在首刑集毒

295 定臼:;!平時 2f2主観29?鬼臼

296台頭争当!J事着 lt3台頭痛川敏翁
297半耕拐殺毒 21'11"表21-千手桃

298 -1t者 Zj 白噺~296 雄元泌す青
299 1胸;存主臼が続三叩訪日

300石下長官P3" 半桃'ffl聞..w10/ li下長押

301商事 iZサ青訓半桃川商あ
302 島韮封建~2旬半蹄 :<92 Jh生

303薫霊湾問答判定fω 産量
304蚤保説、財tJo2牛島 )Og蚤依

305万長生 j:;良藍 3031主英 3067p長生
306 y{吏iZ 蚤iわ呼色飲m同更
307許認域主対白及川料

308 牛島 ?~f r~芙叫蛇全討中鳥

309夏枯草説委草加7特別和平
310忍草J;牛蔦川智久川用車
311巴豆お夏枯平川う完成llJ 巴豆

312易叡括支干 .gll薬実稜泌寄淑

313年英:持己豆 3/1 ~廉 6F 宴芙

314ポP手;Jj 易1.担若手著mポ伴
315棋史好字英 313ffi.学誌2標支

316椴=iZ抑手3/4訪れ7情f二
317葬草;日報?と川智手3]11l.f 
318宮丸認知市'-::.)/6蔓根117宮丸

319梓白史認葬J手)17蔓草加?梓白皮

320栃l長i将官九 M 夏枯草)0'1桐寸



A B C D 
321治市 i;!桐衰 )1D島生 )，Z， 7o市
322 賀 J~ ~~~科吠 )J Y 益保1.4官界

323戎筑:?;后車 31/局長生)，rぅ史成
324 Jえ李tEL菅z景山骨主話抑鼠李
325私産活ぅ安zえ凶別覇市宇::ザ
ヲ26案文部:11統制肝長問3D!)易実~~

327 更根認事実根3叫伽~ 1'12更棋
3?8 ~手拐殺f 1，9犀草 310需を半
329 与雀木J 菱芸3'7-;往方えれ?ラ佐木
330丈E説話1月初JV22Tf為刊常務
331 J誌を専務雇席目?慶 ~i"7 粛を手
332乱帯(;;縄民117月仰.>6札予
333害指Li喜三J押wgF、矢川苦仇
334 1も申立;宝珠川長良矢33425手F
3355尿 ;;J 馬方 )40 蝦基刈~尿
336減脱出:K.，;42成対天級
汚7絹鼠kiiAtp倒的虫色吃342京ST
338 iえ翼 ir 峨繍J~1 要伝 1M JK.習
339 !l:n芸;主要.r.:1舛馬Y13ば虫令嬢
340 $刀m 7K主主 36D !~~煽l4f~刀
341笹当班笛山在建m 笠
342 詑税 務塁手市 ~}t予 2'7 ift!l:t 
343 tW疋 ;355吾川鼠暗 )~? ~~)t 
344d~坊 jiiJ証書 ìro をえ川端噸
345税妓;;:球T貢献え昔、)H tbB~ 
3月6~輸出惇対 JH 傾倒l\Y'?世Í"t食
3 1.7 自湾側;~; J;.1i)lt" ~妨 1t1白l~jjtìl
348婚時iZ地限 Jtl 主党主~J与~ 'l:弁士智

3~9 后 3t:33足時吋管を 1tz あ蚤
350 ;，任要務童文ぉ7士旬glr6 主t
351 樗亀訴え包 719 見刀 J仰樗;~

352誹jgiU桃俳材現子l!r礎j古
353埠姑:;;杏棺i二却をtl抑持持
354主要拡i;;蒲咋 3)/ 初~1~ 20r 峰広
35ちE721!?苦執s13 苦軌III ~商
356地HE;27に新叫 7ド新川武士:Jlf

357蛍火jzf度予判粛咋 )1/安久
358久号、JJL 衣主

359 1氏暗ig a 鼠セヨ

360 71(起訴 • • 水主主
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A B 
361木虻 517

362変虻詑

363笠味i2
364 fi玄;2
365契子ig
迫如

366升麻3
367葉米 2灼

368 奈米 2~/

'" 
D2本俗語昔

帥 D2'*'a白却時

事制 02阜li:t度子
材料 D2料費責粉

材料水 D2ゑI~崎氏

C 0 
木t
変虻

霊域
j是也

男子



番号とした.これは「意、釈神農本草経J (築

地書館1976年)に付した番号と同じである.

(同書には薬品名の索引がある)

A欄の右端の数字で，上はB，下はCにお

ける所在を示す.

B，C欄の数字は，基準番号を示す.

なお，底本に収載されていない升麻， 粟米，

黍米は，それぞれ 366，367， 368とした.

この対校表によって整理すると，各刊本間

の異同は次のよ うになる.

1. 46赤芝， 47黒芝，48青芝，49白芝，50黄

芝，51紫芝は， Bで50赤黒青白黄紫芝とし

て1項目にされている

2. 104胡麻の条にある青襲が，BとCで別

項目となり， Bで87"1"守護， Cで90青嚢とさ

れている.

3. 213窪は， B では253~金、実掻に， C では237

葱、実の条に付記されている.但しB2では

形の上では別条のようであるが，目次(巻

二巻首)に，望事実，葱実，鐘，水蘇，右莱

中品三種旧同とあるから，港、実と鐘で1項

目と数えられる.

4. 220牛角間は， Cでは100牛員の条に千j.tJ

されている.

5. 236文I¥!f:tは，Cでは229海!llhの条に付記さ

れている.

6. 243鉄精と245鉄は，Bでは153鉄精落に，

Cでは139鉄落の条に付記されている.

7. 248錫鏡鼻は，Bでは258粉錫， Cでは246

粉錫の条に付記されている.

8. 250戎塩は，Cでは243歯舗の条に付記さ

れている.

9. 251大塩は Bでは260戎塩 Cでは243

l趨献の条に付記されている.

10. 252歯酬は， Bでは260戎屈の条lこ付記さ

れている.

11. 300石下長男11は， Bでは欠.

12. 324鼠李は， Cでは252郁核の条に付記さ
れている.

13. 337蹴鼠は， Cでは330六畜毛蹄甲の条に
付記されている.

( 69 ) 

14. 330大豆黄巻で，A2のみ生大豆，赤小

豆の併記を欠く .

15. Bの250粟米と251黍米は， AとCiこ欠.

16. Bの86升麻， Cの57升麻は， Aで欠.

参 考文献

1)必胤三 (1944) :神段本草経i9r載薬品につ
いて 京都大学人文科学研究所創立25周年記
念論文集 658-673 
2) I司四為人 (1959) :神段本草経r)f載の薬品に
ついて(1，2) tJ!方の臨;休 6(9，10) 495-
506， 568-576. 



新刊紹介・ 書評

・植物療法の理論と実際 R.F ワイス著，

山岸晃 ・長沢元夫共訳，日本古医学資料セ

ンター近刊. B 5版， 667頁，8，500円.

翻訳を通じて，本害のすぐ、れた内容を紹介

しようとする訳者の熱意が，行聞にこもって

いるように感じながら，この大冊を終み終っ

た.

薬物療法の原点は，やはり身近にある薬草

を用いて病気の治療を試みたことにあるとい

わなければならないだろう.それは人間の老

・病 ・死に対する恐れ，不安などをふくめた

本能的な気構えから，未開時代の祈縛 ・呪術

以来，長く遠く多くの試行錯誤を経て“生命

の自衛に対する知恵"として伝承されたもの

と思う.

原著者が，一見とらえ難い民開業あるいは

民間療法に対する臨床的な科学的裏付けを追

い求めて成果を承げていることは，薬理学者

としての本領をうかがわせるものであった.

理論体系としては未完成の観があるだけに，

人類の将来に向って病気を治療するための手

段の一つであるこの種の療法に対して，古く

て新しい多くの課題を与えているように思う.

いうなれば，これら“植物療法"の中に，新

たな貴重な医薬資源開発への道標が示されて

いるように思われるからである.また，理論

にこだわることは，療法の実際をめぐる研究

の進歩を阻むおそれもあることを教えられた.

植物療法 (Phytotherapie)と，今日なお各

民族聞に定着している独 I~ の民間療法あるい

は民間楽との多少の知似点はあっても，まずず
、

1柚1砲自物療法が薬]理型型-学と臨床医学に深く係わる及恥}

でで、|明列 らカか、に区別されよう.原著者R.F.ワイ

ス氏は “植物療物は独特な科学の領域であっ

て，新知見のとに立って，今や全く新しい医

学の形を整えつつある.そして，近代的な薬

物療法に協力し，補強し合って，その成果を

期す点に大きな意義があろう"と しているこ

とは，傾聴に価する.

なお1"薬用植物の処方に刈する指針」で，

( 70 ) 

調剤と剤型の実際について詳述したのち，消

化器系，循環務系，呼吸器系，流感と感冒，

泌尿捺系， リウマチ性と代謝性神経系，婦人

科系，皮膚科系，眼科系，創傷外傷等の諸疾

患ならびに利用される泳浴について，それぞ

れ懇切な各論を展開している.如何に精細を

尽しているかという例として，各論官頭に記

述されている「消化器疾患」を承げてみよう.

実に 190頁を費やして， 薬理 ・病理を織り込

む臨床医学的な所見にもとづき，多くの実践

的処方を公開している.その中で，例えば，

カミツレ (Matricaγiachamomilla)の項で，

驚くほど多彩な応用面について詳述し，われ

われの認識の貧しさを反省させられるところ

があったことも特筆に値する.また，胃潰蕩，

高血圧症，気管支端息、，感冒，尿路疾患，糖

尿病，痛風，自律神経失調症，植物性性ホル

モンの諸項については， 実に教えられるとこ

ろが多い.

薬用植物による，強力な生物活性を示す純

成分によるテラピーは，それらの用法 ・用量

を誤れば，功罪処を具にする実例については，

すでにわれわれよく知るところである.極め

て緩徐な作用であっても，その効果を期待で

きる漢方における湯液療法の如きは，薬効の

持続日奇問も長く副作用も認められない幾多の

実証を，定評ある処方によ って伝承されてい

る.

植物療法の特長とするところは，同じく薬

用植物を用いながら，単純な植物成分を抽出

し，それによって衝撃的な性急な作用を求め

たり，あるいは生薬を原料として治病効果を

期待する漢方製剤jによることとも異なる点に

ある.何が，どうして効くか? 研究段階で

は捕捉されない超微量の物質，たとえ得られ

たとしても動物実験段階で、は，何らかの生物

活性を確認できるようなデータを得られない

ものが少なくない.

ある植物の，どの部分を選んで薬用とする

か，また，それを用いるときの剤型ともいう

べき，生 (なま)の搾汁液か，浸あるいは煎

液か，または乾燥して粉末としたものを服用

するか等々，いずれにしても最も効果性が則



待できる加工 ・調製にしたがって用いるべき

であることを教えられる.しかし，多くの個

々の植物について，その本質成分をふまえた

応用面について知識，技術共に未熟の点があ

るので，適正な評価を得難い憾みがあるよう

に思われる.そして，研究データが明らかに

される以前に，実用化されつつあるという事

実が，植物療法の普及に大きく与かっている，

とも考えられよう.

巻末に I本文中に記述された植物J91種

について鮮明な図版ならびに和名 ・欧名索引

を付しである吉井千代田)

.本朝食鑑 人見必大著，島田勇雄訳注， (1) 

1976年11月，平凡社刊，東洋文庫296，308 

頁， 9∞円(0139-802960一7600);(2) 1977 

年7月，東洋文庫 312，334頁， 1，100円.

(0139-803120-7600) 

原著「本朝食鑑」は，全12巻から成り，元

禄10年(1697)，人見必大(ひとみひつだい)

(1641 ~ 1701)によって初版刊行.原文が漢文

体であるため，難解は免れなかったが，島田

勇雄教授(東大文学部出身の国語史専攻で，

すでに“中世末，近世初期の医学書 ・本草書

に見られる<ー字銘>について"等の論文を

発表)の精細な訳注によって「東洋文庫J296 

(1)， 312(II)として刊行された.引きつづ

き(ill)，(lV) (未干1])が出版されて完結するが，

和文で読み下すことができることになったこ

とは有難い.

原著者の，本書編集の意図するところは，

“庶民の日常生活に用いる食物について医学

的(栄養的，衛生的をふくめて)見地から，そ

れらの好悪について弁別するに役立っための

解説をする"ことにあった.薬学が本草学に

こだわり，とかく草木を中心に編集されがち

であった従来の食物本草書に対し，12巻中の

8巻を動物性食品にあてている. しかも庶民

が実際によく食べるものを選び出し，独自に

l吟味検討している点に，今日なお有益な意義

を感得できる内容である.まさに “食は薬な

り"ということがうなずかれるような内容だ

( 71 ) 

が，原著者は，本書における薬物の解説項目

を選択する根本方針については「本草網目」

に従っている.しかし，著者自らの臨床的に

実証した結果から，医学的に有効性の認めら

れたものに限って記述したというから，その

科学性は評価されてよい.

そして，元禄期の本草学者が，どのような

姿勢で外来文化に対していたかを知る上に役

立つことは I本草綱目」と同様の結論を得

たものについては I本草綱目」の該当する

項に同じとして，それ以上の記述をやめてい

ることであろう.

全巻を次のように分類し，その個々に対す

る詳細な記述は興趣尽きないものがある.

水火土郎，穀部，莱部(輩辛類 ・柔滑類 ・

疏菜類 ・茸耳類 ・水菜類)， 菓部，禽部，鱗

部，介部，獣部，虫部.

なお(1)に付せられている訳注者島田教授

の「解説」中，“「本朝食鑑」の著述まで"は，

本草関係の学者ならびに書誌学的記載は，要

領よくまとめられている点で高く評価されて

よい.また，それにつづく“「本朝食鑑」の成

立と，その史的意義"の中で，名物学，物産

学，食物史，民間行事等について考証，史的

考察が行われていることは興味深い読物にな

っている. (吉井千代田)

.中国の医学と技術ーーイエズス会士書簡集

一一矢沢利彦編訳，1977年1月平凡社刊，

東洋文庫301，381頁， 1，∞0円 (0122-803

010ー7600)
矢沢氏は同文庫にすでに 「イエズス会土中

国書簡集」全6巻を訳出しておられ，1難解の

部分が多いために残しておいた中国の医学 ・

薬学関係の書簡と技術関係の書簡」をまとめ

たものが本書である.ヂ.ヤルトヮー師 (1711

年)，ラウレアティ師 (1714年)，パランナン

師(1723，1730， 1735， 1740年)，ダルトルコ

ル師(1726，1727， 1734， 1736年)等の7名の

宣教師が1711年から1780年頃までにヨーロツ

パに送った15書簡の翻訳で，動植物，生薬，

工芸等についても興味深いこ とが沢山記され



ている.人参，廊香，冬虫夏草，大黄，三七，

阿躍の記事は大変面白い.また天然痘の予防

法についても詳細に紹介している.

清の康照，薙正，乾隆の 3皇帝は，かれら

が民衆と接触することを禁止しながら，かれ

らのもつ知識や技能に強い興味をおぼえ，宮

中にとどめておき問答をする様子や，ヨ ーロ

ツパの解剖学書を満州語に翻訳することを命

じ，皇帝はそれを3部筆写せしめ 1部を宮

中に 1部を離宮に，部を熱河の離宮に蔵せ

しめ，印刷して公開することをさせなかった

事情等は清代の性格を思解するのに大いに役

立つ.総体的に言って，ヨーロツパの学者達

が17~18世紀にすでにこの様な情報を得てい

たことを考えると，日本は中国を理解できる

特殊な位置にあるなどと思い上ってはならな

いことがよくわかる.

訳者による16頁にわたる「はしがき」は大

変良く ，とくにポル トガルの宣教師アルヴア

レス・デ・セメー ド (1585-1658年)が中国

医学を論じた部分を紹介しているところは，

脈をみてすべての症状を言いあてたり，日本

のように長い間服薬を続けるのではなく 1

日で勝負をつけるありさまをよく示している.

欧文から中国の生薬名，人名，書名を引あ

てることは大変むつかしいものであるが，本

書はこの困難をよく克服している.二三の気

付、、た点を次に記す.

p.164徐フイエンは徐絃，p.184の、ンユ ・

タ・コン ・ラオは十大功労のことでヒイラギ

ナンテン Mahoniaja.ρonica， p. 190のイエ

ツイ胞繁は鴨l府阻繁で，色によって一級品で

あることを示したものである.p.266のJfh筆

草はヨ モギで、はなくムカシヨモギ属のE1'ige-

1'on ace1' である.p.122の升麻の註は間違

いで，キンポウゲ科のサラシナショウマ Ci-

micifuga simplexである. p.134の通草の

註も間違いで，ウコギ科のツウ 夕、ツボク (通

!日1木，カ ミヤツデ)Tet1'ajうauaxpajう'ynferum

である長沢元夫)

+The Wealth of India-Raw Materials 

(Committee for lndustries and lndustrial 

( 72 ) 

Resources): Vol. 1~11 ， Department of 

Scientific Research， Government of lndia， 

A4版.

イソドの薬用植物の個々について，科学的

で最も信頼できる図書で，サブタイ トノレにイ

ンドの原材料辞典とあるように，槌物だけで

なく動物も鉱物も含まれており，誠に便利な

天然、資源に関する写真入りの辞典である.こ

の姉妹編に lndustrialProducts (工業製，TI'，)

の辞典もある.

インドが独立した1948年の12月に政府機関

の科学工業研究会議の事務局 (C.S.l. R.)か

ら第1巻が発行され，爾来30年間，この偉業

は一貫して続けられ，1976年の9月末に第11

巻をもって完了した.その巻数と発行年は次

の通りである.

Vol. 1 (A-B) 1948壬fl2月21E-1

Vol. rr ( C ) 1950年11月
Vol. J[ (D-E) 1952年12月25日

Vol. IV (F-G) 1956年9月1日

Vol. V (H-K) 1959年5月9日

Vol. V[ ( L-M) 1962年3月7日

Vol. VJ[ (N-Pe) 1966年2月19日

Vol. wl (Ph-Re) 1969年9月1日

Vol. lX (Rh-So) 1972年6月22日

Vol. X (Sp-W) 1976年3月30日

Vol.氾(X-Z)及総索引 1976年9月30日

(伊藤和洋)

+ Indian Medicinal Plants (K. R. Kirtikar 

and B.D.Basu) 

再版本がこの程8冊}本として刊行された.

初版は1918年で，イン ドの薬用組物1，381種

について記述されている.第2版は1935年で，

本文4$と図版1，033図は2軟に分けて函に

収められたものである.

この書は1944年になって東京大学南方自然

科学研究所の石館守三教授，特に高橋真太郎

先生らによって本文2巻，図譜1巻の 31冊本

の体裁で 「印度薬用構物誌」 とL、う題名で春

陽堂から復刻され，以来わが国の専門家の間

でよく利用されているものである.



今回 BishenSingh ・MahendraPar Singh 

社により刊行された再版本の本文は前回同様

4冊であるが図版は4冊となっている.図譜

の第1巻には第 1~267図 ， 第 2 巻には第268

~514図， 第 3 巻には第 515~779 図 ， 第 4 巻

には第 780~1033 図が科別に分類されて収め

られている伊藤和洋)

+History of Science and Technology in 

India (0. P. Jaggi): ATMA RAM & 

SONS 宇土，Delhi-6， B5 J1tZ. 

デリー大学のジャグ、ギ氏によるインド科学

シリーズの8巻本が完了した.

Vol. 1 Dawn of Indian Technology 

(インドの工業技術の夜明け)

Vol.:rr Dawn of Indian Science 

(インド科学の夜明け)

Vol.]I Folk Medicine (民間薬)

Vol. N Indian System of Medicine 

(インドの医学体系)

Vol. V Yogic and Tantric Medicine 

(ヨガと密教の医学)
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Vol. VI Scientists of Ancient lndia 

(古代インドの科学者)

Vol. VlI 中世インドにおける科学と工業技

術

Voh四中世イ ンドにおける医学

となっている.第8巻には，アラビアのイス

ラム医学の系統をひくユナニ医学の歴史など

について詳細に記述されている. (伊藤和洋)

+CABE PUYANG (伝統医学)

インドネシアの伝統医学はジャムウという

が，この伝統医薬についての 3巻本が1975年

12月に発刊されている.本文2巻と図譜1巻

(薬草352穏の色彩図収載)の 3聞となって

いる.イ ンドネシアの人口1億3千万人のう

ち80%がこの伝統医薬による治療をうけてい

る.

このジャムウは，16世紀頃ジャワ島にモジ

ヨハイ王国が繁栄していた時，王家に伝えら

れた医学である.この伝統医学で用いる医薬

品はインドネシア厚生省薬事課の審査をうけ

許可されなければならない. (伊藤和洋)



一一会務報告一一

4・幹事会

1977年11月8日(神田学士会館にて)

議題 1. 幹事の補充について

2 ディルマン博士来日の件

3. 年代の表現法について

1977年12月3日(日本大学理工学部にて)

・集談会

1977年12月3日(土) 日本大学理工学部9号館12階第1会議室(千代田区神田駿河台1-8)

にて

演題:賀来飛霞の業績について

演者:山下愛子氏

13時30分より16時まで，今までほとんど知られなかった賀来氏の植物学，医学における

業績のほか漂流記についても資料を回覧して興味深い話をされた.紀18名出席.講演の後，

吉田千代田氏は最近の出版物の中から興味のあるもの，およびフランスのディルマン博士

に関し，その著書(クセジュ文庫， No.462，薬学の歴史)を引用して話題を提供された.

また伊藤和洋氏はインド，ネパールの生薬，特にジャコウ，贋造サフラン，スガンタ等の

興味深い話をされた.
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経タ

素肌にやさ しい思いやり。お風呂あ

が りに顔 ・ひじ・ひざ……ザーネで

すべすべマッサージ。ビタミンA・D

'Eで素肌がしっとりとうるおいま

す。ザーネは素肌のクリームです。

こんなときどうぞ…
肌荒れ/荒れ症/ヒフの栄養/ヒフの

乾燥と保護/雪やけ・日やけ/ひげそ

り負け/かぷれ・ただれ/ひぴ・あか

ぎれ/きめ肌/にきぴ

.~. ....ー ビタミンA・O.E配合
可T-~、.タアリ -L.ヘ
包装 30i・250円、 80i・5∞円、 150i・850円

素
肌
安
ヘ
女
ヘ
、
い
い
感
じ
。


